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っ
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祭

東
川
米
の
豊
作
願
っ
て
種
も
み
の
播
種
祭

　
３
月
24
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
り
ん
く

東
川
（
東
町
１
丁
目
）
が
「
共
生
サ
ロ
ン
こ

こ
り
ん
」
で
自
分
の
〝
取
説
〞
絵
本
づ
く
り

講
座
「
こ
ん
な
ぼ
く
で
す
、
わ
た
し
で
す
」

を
開
き
ま
し
た
。

　
絵
本
で
自
分
自
身
を
紹
介
す
る
〝
取
り
扱

い
説
明
書
〞
を
作
っ
て
み
よ
う
と
い
う
講
座
。

４
歳
と
お
母
さ
ん
、
中
学
２
年
生
ま
で
12
組

の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
旭
川
在
住
の
絵
本
作
家
、
堀
川
真

さ
ん
（
48
）
。
変
形
Ａ
４
版
12
ペ
ー
ジ
に

「
こ
ん
な
ぼ
く
で
す
、
わ
た
し
で
す
」
と
題

を
書
い
て
い
る
真
っ
白
い
絵
本
を
手
元
に
、

ク
レ
ヨ
ン
、
絵
の
具
、
色
紙
を
使
っ
て
思
い

思
い
に
絵
本
作
り
を
し
ま
し
た
。

　
表
紙
に
は
自
分
の
似
顔
絵
を
大
き
く
書
い

た
り
、
中
の
ペ
ー
ジ
に
は
自
分
の
大
好
き
な

料
理
や
食
べ
物
の
絵
を
お
い
し
そ
う
に
い
っ

ぱ
い
描
き
ま
し
た
。

　
「
ピ
ア
ノ
が
好
き
」
「
お
友
達

と
話
を
す
る
の
が
好
き
」
「
お
酒

が
好
き
で
す
」
「
ム
シ
が
大
嫌
い
」

な
ど
と
大
好
き
な
こ
と
、
嫌
い
な

こ
と
、
得
意
な
こ
と
、
苦
手
な
こ

と
を
書
い
て
自
分
だ
け
の
絵
本
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
無
理
し
て
頑
張
っ
て
い

た
こ
と
を
書
い
た
ら
、
そ
れ
を
見

た
お
母
さ
ん
は
「
な
ん
だ
、
無
理
し
な
く
て

よ
か
っ
た
の
に
…
」
と
言
っ
て
く
れ
た
り
、

相
手
の
小
さ
な
良
い
と
こ
ろ
も
発
見
で
き
た

り
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
お
互

い
に
再
発
見
で
き
ま
し
た
。
素
直
な
自
分
も

大
発
見
で
き
た
よ
う
で
す
。

い
て
屋
内
で
交
通
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

松
岡
市
郎
町
長
は
「
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル

ー
ル
を
し
っ
か
り
守
る
こ
と
で
交
通
事
故
は

防
げ
る
。
家
庭
か
ら
、
職
場
か
ら
、
地
域
か

ら
、
学
校
か
ら
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守

っ
て
確
認
し
、
今
年
一
年
事
故
が
な
い
よ
う

に
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
町
交
通
安
全
協
会
（
藤
田
裕
三
会
長
）
は

４
月
３
日
、
東
川
神
社
社
務
所
で
春
の
交
通

安
全
祈
願
祭
を
行
い
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　
町
内
の
主
な
事
業
所
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
交
通
安
全
指
導
員
、
東
警
察
署
の
森
康

有
（
や
す
と
も
）
地
域
交
通
官
ら
約
90
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
残
雪
が
路
上
に
多
く
、
昨
年
に
続

　
4
月
18
日
、
㈱
東
川
農
業

振
興
公
社
で
「
北
海
道
米
播

種
（
は
し
ゅ
）
祭
」
が
行
わ

れ
、
今
年
の
米
作
り
を
告
げ

る
水
稲
の
苗
作
り
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
町
内
の
農
業
関
係
者
が
一

堂
に
出
席
し
て
順
調
な
米
作

り
を
祈
願
。
板
谷
重
徳
東
川

町
農
協
組
合
長
、
長
原
淳
副

町
長
、
吉
田
重
彦
中
央
会
旭

川
支
所
次
長
が
も
み
を
成
苗
ポ
ッ
ト
に
種
ま

き
し
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
移
植
し
ま
し
た
。

　
今
年
同
セ
ン
タ
ー
で
育
て
る
成
苗
ポ
ッ
ト

は
６
軒
分
の
シ
ー
ト
４
千
１
０
０
枚
。
「
ゆ

め
ぴ
り
か
」
「
ほ
し
の
ゆ
め
」
「
な
な
つ
ぼ

無
事
故
願
っ
て
交
通
安
全
祈
願

無
事
故
願
っ
て
交
通
安
全
祈
願

自
分
の〝
取
説
絵
本
〞を
作
っ
て
み
た
よ

自
分
の〝
取
説
絵
本
〞を
作
っ
て
み
た
よ

し
」
の
代
表
的
な
３
品
種

で
す
。

　
板
谷
組
合
長
は
「
昨
年

は
東
川
米
が
全
道
初
の
地

域
団
体
商
標
を
取
り
、
名

声
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
年
は
東
川
米
を
原

料
に
使
っ
て
日
本
酒
の

『
東
川
米
』
も
新
発
売
で

き
た
」
と
東
川
米
の
一
層

の
高
評
価
と
豊
作
へ
の
期

待
を
込
め
ま
し
た
。

　
北
海
道
神
宮
神
撰
田
（
東
２
号
北
１
）
の

今
年
の
田
植
え
は
５
月
15
日
の
予
定
。
町
内

の
田
植
え
は
、
同
月
20
日
ご
ろ
に
は
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
見
込
み
で
す
。

　

町
内
の
小
、
中
学
校
に
新
入
生
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
小
学
校
73
人
、
中

学
校
85
人
。
小
学
生
は
昨
年
よ
り
１
人
多
く
、

中
学
生
は
３
人
少
な
い
新
入
学
で
す
。

　

４
月
５
日
、
町
内
の
小
、
中
学
校
で
そ
ろ

っ
て
入
学
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

町
内
で
生
ま
れ
た
子
全
員
に
誕
生
の
お
祝

い
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
「
君
の
椅

子
」
が
始
ま
っ
て
今
年
は
7
年
目
を
迎
え
ま

す
。
新
1
年
生
は
そ
の
椅
子
を
も
ら
っ
て
育

っ
た
初
代
の
子
供
た
ち
で
す
。

　

東
川
小
学
校
（
村
田
俊
昭
校
長
）

は
昨
年
よ
り
4
人
多
い
60
人
の
新

入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

教
室
の
机
の
上
に
は
、
交
通
安

全
の
新
し
い
黄
色
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

新
し
い
教
科
書
。

教
室
の
後
ろ
に

は
お
友
だ
ち
の

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も

い
っ
ぱ
い
い
て
、
緊
張
し

ま
し
た
が
、
担
任
の
先
生

か
ら
初
め
て
名
前
を
呼
ば

れ
、
「
は
ー
い
」
と
元
気

に
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

村
田
校
長
は
「
友
達
と

一
緒
に
学
ん
で
賢
い
子
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
迎

え
ま
し
た
。
２
年
生
の
竹

と
語
り
口
は
毎
年
大
好
評
。

　

「
脳
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）
の
兆
候
は
簡
単

に
分
か
る
。
『
何
か
し
び
れ
が
出
て
き
た
な
』

と
思
っ
た
ら
、
両
手
を
パ
ッ
と
開
い
て
前
に

出
し
て
目
を
つ
ぶ
る
。
数
を
10
ま
で
数
え
て

目
を
開
き
、
両
手
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
っ
て
い

た
ら
大
丈
夫
」
な
ど
と
伝
授
し
ま
し
た
。

れ
ば
認
知
症
を
予
防
|
と
歌
っ
て
動
か
す
健

康
増
進
の
講
習
会
。
旭
川
音
楽
療
法
研
究
会

事
務
局
長
の
菅
野
龍
雄
さ
ん
が
今
年
も
来
町

し
４
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

約
80
人
が
受
講
し
ま
し
た
。
軽
妙
な
笑
い

　

３
月
９
日
、
東
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

し
ら
か
ば
学
級
が
共
催
し
て
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
健
康
と
音
楽
講
座
を
開
き
ま
し

た
。

　

音
楽
と
一
緒
に
手
、
指
、
足
の
体
操
を
す

原
湊
君
は
「
１
年
前
、
僕
が
入
学

す
る
時
も
ド
キ
ド
キ
し
て
緊
張
し

ま
し
た
。
で
も
す
ぐ
に
友
達
が
で

き
ま
し
た
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

東
川
中
学
校
（
森
雅
則
校
長
）

で
は
昨
年
よ
り
３
人
少
な
い
新
入

生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

新
し
い
制
服
の
新
入
生
を
前
に
、

森
校
長
は

「
楽
し
ん

で
学
ぶ
心
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
で
、
思
い

や
り
を
持
っ
た
中
学

生
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
迎
え
、
生
徒
会
長

の
湯
佐
夏
海
さ
ん

（
３
年
）
が
在
校
生

を
代
表
し
て
新
し
い

仲
間
を
歓
迎
し
ま
し

た
。

◇

　

４
月
６
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
（
伊
藤
和
代

園
長
）
に
は
０
歳
か
ら
６
歳
ま
で
48
人
の
新

し
い
お
友
だ
ち
が
入
園
し
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
８
人
少
な
い
も
の
の
、
２
３
６

人
（
昨
年
比
10
人
減
）
の
元
気
な
声
が
溢
れ

ま
し
た
。

　

最
初
の
入
場
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
緊
張
気
味
。

で
も
み
ん
な
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
、
す

ぐ
に
な
か
よ
し
の
お
友
だ
ち
が
で
き
ま
し
た
。

新
入
学
、期
待
と
緊
張
い
っ
ぱ
い
の
う
れ
し
い
春

新
入
学
、期
待
と
緊
張
い
っ
ぱ
い
の
う
れ
し
い
春

手
、指
体
操
と
音
楽
で
健
康
増
進

手
、指
体
操
と
音
楽
で
健
康
増
進
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24
年
度
東
川
町

ス
ポ
ー
ツ
賞
に
東

川
町
軟
式
野
球
連

盟
の
新
堀
保
さ
ん

（
77
）
、
文
化
奨

励
賞
に
東
川
町
越

中
踊
り
子
供
保
存

会
（
畑
乃
英
会
長
、

20
人
）
の
１
個
人

１
団
体
が
受
賞
し

ま
し
た
。
３
月
22

日
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
授

賞
式
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
称
え
ま

し
た
。

　

新
堀
さ
ん
は
軟
式
野
球
連
盟
の
発
足
以
来
、

中
心
的
支
柱
と
し
て
連
盟
の
活
動
を
支
え
て

き
ま
し
た
。

　

１
９
７
６
（
昭
和
51
）
年
、
同
連
盟
に
審

判
部
が
出
来
る
と
、
町
内
や
旭
川
市
内
の
各

種
大
会
、
高
校
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
も
審
判
と
し
て
長
く
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

町
内
の
野
球
少
年
団
、
中
学
校
野
球
部
の
部

活
動
で
も
長
く
指
導
や
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

越
中
踊
り
子
ど
も
保
存
会
は
、
１
９
９
７

（
平
成
９
）
年
に
同
地
区
の
三
井
ヨ
シ
エ
さ

ん
（
86
）
が
中
心
と
な
っ
て
第
二
小
学
校
児

童
で
再
結
成
。
富
山
県
か
ら
の
入
植
者
が
多

い
同
地
区
ふ
る
さ
と
伝
承

の
踊
り
と
し
て
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
０
６
（
同
18
）
年
、

２
０
０
７
（
同
19
）
年
に

は
、
富
山
県
魚
津
市
か
ら

２
年
続
け
て
来
町
し
た
せ

り
込
み
蝶
六
保
存
会
の
名

人
か
ら
本
場
の
踊
り
を
習

い
、
昨
年
は
児
童
ら
8
人

の
富
山
派
遣
団
（
藤
巻
倫

太
郎
団
長
＝
当
時
東
川
中

３
年
＝
）
が
魚
津
市
に
行

っ
て
本
場
の
せ
り
込
み
蝶
六
を
習
う
な
ど
、

伝
承
文
化
を
受
け
継
ぐ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

林
喜
一
会
長
ら
町
内
の
米
作
り
生
産
者
、
松

岡
市
郎
町
長
、
板
谷
重
徳
東
川
町
農
協
組
合

長
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
。
ル
ー
キ
ー
「
東

川
米
」
に
期
待
い
っ
ぱ
い
。

　

品
種
は
「
な
な
つ
ぼ
し
」
を
中
心
に
、

「
き
ら
ら
３
９
７
」
「
お
ぼ
ろ
づ
き
」
。
純

米
、
本
醸
造
と
も
に
精
米
歩
合
65
％
に
磨
き

上
げ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
日
は
同
時
に
、
前
日
特
許
庁
か
ら
通

知
が
届
い
た
ば
か
り
の
地
域
団
体
商
標
第
２

号
、
「
大
雪
旭
岳
源
水
」
も
認
定
披
露
し
て

祝
い
ま
し
た
。

　

１
０
０
％
東
川
米
を
使
っ
た
日
本
酒
が
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
の
名
も
「
東
川
米
」
（
純

米
酒
、
本
醸
造
の
２
種
、
い
ず
れ
も
千
８
０

０
㍉
㍑
と
７
２
０
㍉
㍑
び
ん
入
り
）
。
４
月

23
日
、
東
川
町
農
協
で
試
飲
・
披
露
会
を
開

き
、
盛
大
に
発
売
を
祝
い
ま
し
た
。

　

製
造
・
発
売
元
は
北
の
誉
酒
造
㈱
（
札
幌
、

村
松
敏
夫
社
長
）
。
３
月
下
旬
、
全
国
で
新

発
売
し
ま
し
た
。
東
川
町
稲
作
研
究
会
の
小

　

４
月
14
日
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
羽
衣
園
に

入
所
し
て
い
る
神
原
フ
サ

エ
さ
ん
が
満
１
０
０
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
、
松
岡
市

郎
町
長
が
羽
衣
園
を
訪
れ

て
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し

た
。

　

フ
サ
エ
さ
ん
は
１
９
１

３
（
大
正
２
）
年
の
こ
の

日
、
神
原
源
五
郎
さ
ん
、

ナ
ツ
ヱ
さ
ん
の
長
女
と
し

て
西
４
号
南
１
番
地
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
本

町
開
拓
の
先
駆
者
の
一
人
と
し
て
尽
く
し
、

７
人
の
子
を
も
う
け
ま
し
た
。
ひ
孫
は
14
人

お
り
、
そ
の
う
ち
２
人
が
町
内
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

　

末
っ
子
の
11
区
、
正
人

さ
ん
（
65
）
と
長
く
２
人

で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、

２
年
前
に
自
宅
で
転
倒
し

て
以
来
自
力
で
歩
く
こ
と

が
難
し
く
な
り
、
同
園
に

入
所
し
ま
し
た
。

　

車
椅
子
の
生
活
と
は
な

っ
た
も
の
の
お
元
気
で
、

正
人
さ
ん
と
一
緒
に
お
祝

い
を
手
に
し
、
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
本
年
度
、
神
原
さ
ん
を
は
じ
め

７
人
の
方
が
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る
予
定

で
す
（
４
月
14
日
現
在
）
。

神
原
フ
サ
エ
さ
ん
、１
０
０
歳
記
念
の
長
寿
お
祝
い

神
原
フ
サ
エ
さ
ん
、１
０
０
歳
記
念
の
長
寿
お
祝
い

新
酒「
東
川
米
」発
売
祝
っ
て
試
飲・披
露
会

新
酒「
東
川
米
」発
売
祝
っ
て
試
飲・披
露
会

ス
ポ
ー
ツ
賞
に
新
堀
さ
ん
、文
化
奨
励
賞
に
越
中
踊
り
子
供
保
存
会

ス
ポ
ー
ツ
賞
に
新
堀
さ
ん
、文
化
奨
励
賞
に
越
中
踊
り
子
供
保
存
会

スポーツ賞の新堀さん（前列中央）、文化奨励賞の越中踊り
子供保存会・藤巻さん（同左から２人目）、三井ヨシエさん
（同右端）、同保存会長の畑乃英さん（後列左端）、高木正晴
教育委員長（同右から5人目）ら

村松北の誉酒造社長、小林稲作研究会長、板谷東川町
農協組合長、松岡町長の４氏そろって鏡割り
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大雪地区広域連合からのお知らせ

一 般 会 計

介 護 保 険

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

合　　計

会計区分 予算額（万円） 前年比（%） 東川負担額（万円）

109,663

269,946

404,825

73,801

858,235

104.3

102.7

105.3

103.7

104.2

2,167

10,723

6,232

11,849

30,971

特

別

会

計

新年度予算が決まりました新年度予算が決まりました新年度予算が決まりました
　28日、東川町議会議場で平成25年第１
回議会を開き、一般会計と介護保険、国民
健康保険、後期高齢者医療の３特別会計の
各会計25年度予算を決定しました。
　新年度は住民福祉の視点、事務効率化の
２点を基調として、広域連合一般会計、特
別会計合わせて総額85億8,235万円（特別
会計繰り出し金を除く実質75億７千34万
円）となりました（下表参照）。

【一般会計】
　議会費、派遣職員など人件費、一般管理
費などの経費、障害程度区分審査会経費、
監査委員費からなっています。

【介護保険特別会計】
　認定調査などに係る一般管理費などの経
費、介護認定審査会に係る経費、保険給付
に係る経費による会計からなっています。
　要介護認定は、20人の審査会委員によ
って毎週１回審査会を開いています。
　介護保険料は、24年度から26年度を１
期とする第５期介護保険事業計画の２年目
となります（第６段階である標準的な年額
保険料は61,200円（月額5,100円）。住み
慣れた地域で高齢者が安心して暮らし続け
られるよう今後とも計画的に進めていき
ます。
　予防重視型のシステムに転換を図って８
年目にあたり、地域包括支援センターの運
営、地域支援事業の実施などをさらに推進

します。

【国民健康保険特別会計】
　３町の被保険者に係る必要な保険給付費
を見込み予算を計上しています。
　保険料は、当初予算の段階では、所得の
申告が終わったばかりのため、まだ具体的
な計算を行えない状況ですが、本年度も医
療費適正化特別対策事業、収納率向上対策
特別事業、特定健診および特定保健指導を
引き続き実施します。

【後期高齢者医療特別会計】
　制度の主な運営は北海道後期高齢者医療
広域連合が行っています。その運営に関す
る必要見込み額を計上しています。
　申請、被保険者証の交付、保険料の徴収
事務は大雪地区広域連合で行います。制度
を円滑に実施するため、関係機関と連携を
図りながら進めます。
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大雪地区広域連合からのお知らせ

お問い合わせ

大雪地区広域連合国民健康保険対策室…☎82－3697（直通）
保健福祉課保健指導室……………………☎82－2111（内線）505～507

第２期特定健康診査等実施計画がスタート（概要）第２期特定健康診査等実施計画がスタート（概要）第２期特定健康診査等実施計画がスタート（概要）特定健診～受けて健康・長寿な暮らし特定健診～受けて健康・長寿な暮らし特定健診～受けて健康・長寿な暮らし
特定健康診査、特定保健指導とは
　特定健康診査、特定保健指導（以下「特定健診等」）は、生活習慣病の予防を進め医療費
の適正化を図るため、保険者の事業として平成18年度医療制度改革で制度化になりました。
　「高齢者の医療の確保に関する法律（第19条）」と厚生労働省が定める「特定健康診査等
基本方針」に基づき、大雪地区広域連合（東川町、美瑛町、東神楽町）では同20年度から１
期５カ年の実施計画に取り組んできました。本年度から始まる第２期５カ年の概要をお知ら
せします。

第2期計画の基本的な方向性と実施内容
　「内臓脂肪型肥満に着目し、特定保健指導対象者を選定する」という現行の枠組み基準を
維持します。肥満の方だけでなく、非肥満の方でリスク保有者（血圧、血糖値及び脂質が基
準値を超える、さらに喫煙歴がある方）に対して独自に保健指導を行います。

〔特定健康診査〕
　▶実施形態
　　受診者の利便性、受診環境を考慮し、「集団健診」「個別健診」を設定します。
　　集団健診は、町で行うがん検診等との同時実施を行います。
　▶健診内容
　　第１期と同じく基本項目と独自追加項目を全員実施します。同時に、より的確にメタボ
　　リックシンドローム該当者、予備群を抽出するため2次健診として「75g糖負荷検査」
「頸（けい）部動脈エコー検査」を実施します。

〔特定保健指導〕
　▶実施内容
　　特定健診の結果に基づいて、内臓脂肪蓄積の程度とリスク要因の数から、保健指導対象
　　者を選定、階層化します。特定保健指導対象者に優先順位を設け、保健指導レベルごと
　　に必要な支援を実施します（対象者の階層化）。
〔特定健診等にかかる費用〕
　　「特定健康診査等基本指針」では特定健診等に要する費用は国民健康保険料によって賄
　うこととなっており、国保会計の保健事業として予算計上を行っています。特定健診等の
　委託費用は、国保会計から７割を給付し、残り３割は受診者本人が負担します。

〔第１期からの変更点〕
　▶特定保健指導の緩和措置
　　①積極的支援（３カ月以上の継続的な支援）のポイント制の要件を緩和
　　②初回面接を行う担当者と６カ月以上経過後の評価を行う担当者の同一人要件を緩和
　▶ヘモグロビンＡ1ｃ（ＨｂＡ1ｃ）の表記見直し
　　従来のＪＤＳ値から国際基準のＮＧＳＰ値へ変更（４月実施分から）

後期高齢者支援金の加算、減算
　平成20年度に創設された「後期高齢者医療制度」では、全体の約４割を各保険者が「支援
金」として財政拠出を負担しています。この「支援金」額の加・減算は、各保険者の特定健
診、特定保健指導の実績によって加算、減算額を決めるように制度化されています。当広域
連合は現在のところ、加算、減算のいずれにも該当していません。
　加算対象となるのは「特定健診または特定保健指導の実施率が実質的に０％の保険者」、
減算対象となるのは「特定健診、特定保健指導両方の目標値を達成した保険者」です。

特定健診等の重要性
　厚労省によれば、メタボリックシンドローム該当者と非該当者とを比べた時、年間９万円
程度の医療費の差が生じている、という分析結果が出ています。後期高齢者（75歳以上）の
医療費は若い世代の５倍ともいわれています。また高額な医療費がかかっている人は、若い
時から生活習慣病にかかっているケースが多く、年齢とともに病気が悪化する結果、医療費
の高騰にも結びついているケースも多いのです。
　生活習慣病は、重症化するまでほとんど自覚症状がありません。体調が悪くなって気づい
た時には、糖尿病、腎不全などの症状が重とく化し、健康を取り戻すことができなくなって
しまいかねません。この病気を未然に防ぐには、自覚症状のないうちから年に一度は特定健
診を受け、毎年体調の変化に気をつけ、いつもご自分の体の健康状態をチェックすることが
大事です。
　国民健康保険に加入している皆さん、年に一度の特定健診を受け、生活習慣病リスクの高
い方は保健指導で、生活習慣病の予備群症状を少しでも早く減少させましょう。
　未受診者を対象にして23年度に実施したアンケート調査では、病気治療中などで病院など
医療機関に通院して定期的に血圧や血液等の検査を受けている方は、「特定健診は受診する
必要がない」と考えている方が多いようです。病院などでは、医師がその都度診断をし、必
要であれば薬剤を処方し、治療をしてくれます。しかし、それは一時的に症状が収まってい
るだけで、根本的な解決にはなっていません。
　「治療中だから」「何かあれば病院にかかるから」と、放置しておいては手遅れになって
しまいます。気がつかないうちに他の病気も誘発しているかもしれません。
　医師任せにするのではなく、自分の健康は自分しか守ることはできません。特定健診を受
診し、重症化の予防、他の病気につながる芽を見つけて早期に対処、治療しましょう。
　大雪地区広域連合では、生活習慣病の予防に重点を置いた特定健診、特定保健指導への取
り組みをさらに充実させ、医療費の適正化につなげます。

大雪地区広域連合における第１期の実施率と第２期の目標値　   （Ｈは平成、％）
目標と実績（第１期）

目標（第２期）
特定健診

特定保健指導

H20
33.7
31.1
45.0
49.5

目標
実績
目標
実績

H21
41.5
36.8
45.0
37.3

H22
49.4
35.0
45.0
57.5

H23
57.2
37.7
45.0
52.4

H24
65.0
―
45.0
―

H25
40.0

H26
45.0

H27
50.0
60.0

H28
55.0

H29
60.0

特定健康診査

特定保健指導

※目標値は保険者の種別で異なります（上段は市町村国保の目標実施率）
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姿
勢
で
一
晩
中
じ
っ
と
し
て
い
る
と
、

風
の
流
れ
、
微
細
な
動
き
が
分
か
っ
て

く
る
」
と
い
い
ま
す
。

　

「
今
日
ず
っ
と
感
じ
て
い
た
の
は
音

だ
な
と
、
そ
の
日
、
そ
の
場
で
感
じ
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
ブ
ロ
グ
に
書
く
ん

で
す
。
そ
こ
に
あ
る
動
き
を
淡
々
と
書

い
て
い
く
。
忠
別
川
の
流
れ
、
星
の
動

き
を
淡
々
と
書
い
て
い
く
ん
で
す
」
。

そ
の
ブ
ロ
グ
更
新
は
10

年
を
超
え
ま
し
た
。

　

２
月
、
初
の
写
真
展

「
大
雪
山
〜
４
人
の
視

点
〜
」
を
東
川
町
文
化

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
き
、

写
真
展
デ
ビ
ュ
ー
を
飾

り
ま
し
た
。
大
雪
山
を

愛
し
、
四
季
の
自
然
を

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
見

つ
め
て
き
た
仲
間
３
人

と
一
緒
の
グ
ル
ー
プ
展
。

そ
し
て
６
月
、
今
度
は

初
の
個
展
を
開
き
ま
す
。

「
6
月
は
山
開
き
な
の

で
、
夕
方
か
ら
明
け
方

ま
で
夜
を
過
ご
す
、
と

い
う
時
間
軸
を
表
現
し

て
み
た
い
で
す
ね
」
。

◇

　

「
ず
っ
と
山
の
中
で
暮
ら
し
、
仕
事

も
山
の
中
な
の
で
、
同
じ
自
然
を
毎
年

の
よ
う
に
見
て
い
る
。
だ
か
ら
微
細
な

変
化
を
感
じ
る
ん
で
す
。
気
づ
き
方
は

『
お
お
ー
っ
！
』
と
い
う
よ
う
な
も
の

だ
け
で
な
く
、
『
い
つ
も
の
よ
う
だ

な
…
』
『
こ
う
い
う
側
面
も
あ
る
の

か
…
』
と
淡
々
と
し
て
い
る
」
。

　

「
ザ
ッ
ク
に
も
た
れ
か
か
る
程
度
の

ろ
ぎ
な
が
ら
大
雪
山
の
1

年
間
を
疑
似
体
験
で
き
る

場
で
す
。

　

今
冬
は
、
雪
崩
事
故
の

犠
牲
者
が
大
雪
山
で
出
て

し
ま
い
ま
し
た
。
雪
崩
講

習
会
の
講
師
と
し
て
各
地

に
出
か
け
て
い
ま
す
が
、

東
川
で
は
講
習
会
が
定
着

し
て
い
な
い
と
い
い
ま
す
。

「
事
故
を
な
く
す
る
た
め
に
雪
崩
の
危

険
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

「
春
先
の
代
表
的
な

花
、
キ
バ
ナ
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
と
い
う
花
は
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
て
い
る
ん
で

す
。
受
粉
す
る
前
と
後

で
色
が
変
わ
る
。
受
粉

前
は
黄
色
で
、
受
粉
後

に
は
赤
く
な
り
ま
す
。

な
ぜ
だ
と
思
い
ま
す
？

　

受
粉
前
は
昆
虫
に
い

っ
ぱ
い
来
て
ほ
し
い
か
ら
、
昆
虫
に
見

え
る
周
波
数
の
色
に
な
っ
て
い
る
ん
で

す
。
で
も
受
粉
後
は
無
駄
に
来
て
ほ
し

く
な
い
の
で
、
受

粉
し
て
い
な
い
花

の
と
こ
ろ
に
行
っ

て
ね
、
と
見
え
な

い
赤
い
色
に
変
わ

る
ん
で
す
」
。

　

旭
岳
温
泉
の
ホ

テ
ル
、
ラ
ビ
ス
タ

大
雪
山
の
ロ
ビ
ー
。

定
期
的
に
開
い
て

い
る
「
旭
岳
ガ
イ

ド
レ
ク
チ
ャ
ー
講

座
」
で
語
り
べ
を

務
め
て
い
ま
す
。

　

夕
食
を
終
え
た

宿
泊
客
が
、
く
つ

6565今、生き生きと ネーチャーガイド

山本　行秀（やまもと　ゆきひで）さん

　

深
夜
の
森
を
散
策
し
、
何
枚

も
の
防
寒
用
ダ
ウ
ン
ウ
ェ
ア
を

重
ね
着
し
、
夜
通
し
レ
ン
ズ
を

向
け
て
大
地
を
カ
メ
ラ
に
収
め

ま
す
。
得
意
な
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、

静
寂
な
世
界
の
中
で
こ
そ
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
る
生
き
る
も

の
た
ち
の
小
さ
な
営
み
、
森
に

棲
（
す
）
む
鼓
動
、
星
々
が
き

ら
め
く
星
夜
の
澄
ん
だ
空
気
―
。

美
し
い
き
ら
め
き
の
一
瞬
は
、

こ
こ
か
ら
生
ま
れ
来
る
世
界
観

の
表
現
。
自
然
保
護
員
、
そ
し

て
ス
キ
ー
ガ
イ
ド
と
し
て
大
雪

山
と
と
も
に
生
き
て
10
年
。
こ

の
町
で
写
真
家
と
し
て
の
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
始
め
ま
し

た
。

山本行秀さん／美瑛町在住
mail：patchman@bcqali-photoqali.com
　大阪府門真市出身、43歳。大阪電子専門学校
卒業。ネーチャーガイド、ネーチャーフォトグラファ
ー、バックカントリースキーガイド「Ｑａｌｉ（クウェ
リ）」代表。上富良野冬期山岳事故防止委員会（通
称カミフ会）、雪崩事故防止研究会ASSH会員、雪
氷学会北海道支部雪氷災害調査チーム（ガイド

部）。専門学校を卒業後、国内大手サービスエンジニアリング会社に勤務。
会社勤めの傍ら、信州・白馬で山スキーに傾注し、高じて退職。山ガイド
の技術を学ぶため、2000（平成12）年NPO（非営利活動）法人ねおす
（本部札幌）で雪崩対策の技術習得などのため来町。旭岳パークレンジャ
ー（2001年から５年間）を経て現職。本格活動期は12月～３月までの厳
冬期シーズンのバックカントリーガイド。4～5月は、例年東川町内の板谷
農場で種まきと田植えを手伝い、6～10月の観光繁忙期は旭岳ロープウ
ェイに勤務。大雪山とともに暮らす日 を々つづっているインターネットブロ
グ「ＡＲＯＭＡＳ」を更新中。６月14日（金）～24日（月）まで、モンベル大
雪ひがしかわ店２階ギャラリーで、初の個展「オーバー・ザ・ナイト」開催。

ホテル・ラビスタのネーチャートーク
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俳　

句

　

ト
ビ
ー
さ
ん
は
、
米
国
出
身
者
で
東
川
町
に

住
宅
を
建
設
し
、
定
住
し
た
第
1
号
の
人
だ
っ

た
と
思
う
。
3
月
下
旬
、
山
ス
キ
ー
中
に
雪
崩

災
害
に
遭
遇
し
、
救
出
さ
れ
て
か
ら
3
度
目
の

手
術
の
時
に
は
奥
さ
ん
の
言
葉
に
う
な
ず
き
返

事
を
交
わ
し
た
と
い
う
。
強
じ
ん
な
ト
ビ
ー
さ

ん
、
絶
対
に
回
復
し
て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て

い
た
が
、
力
尽
き
て
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
悼
ん
で
も
悼
み
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

町
民
運
動
会
で
は
皆
を
引
っ
張
り
綱
引
き
な

ど
に
も
参
加
し
て
い
た
。
忠
別
湖
で
カ
ヌ
ー
を

漕
ぎ
、
バ
イ
ク
（
自
転
車
）
で
旭
岳
温
泉
へ
向

か
い
、
旭
岳
の
頂
上
へ
の
登
山
を
組
み
合
わ
せ

た
大
会
、
「
Ｓ
ｅ
ａ 

ｔ
ｏ 

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｉ
ｔ

（
シ
ー
・
ト
ゥ
ー
・
サ
ミ
ッ
ト
）
」
で
も
断
ト

ツ
で
優
勝
し
た
。
町
で
仕
事
を
し
て
い
る
海
外

か
ら
の
人
々
の
頼
れ
る
良
き
相
談
者
で
あ
っ
た
。

「
ト
ビ
ー
さ
ん
の
お
家
へ
行
く
」
は
、
耳
に
馴

染
ん
だ
言
葉
に
な
っ
て
い
た
。

　

出
棺
の
日
、
奥
さ
ま
が
「
夫
ト
ビ
ー
に
は
２

つ
の
夢
が
あ
り
ま
し
た
」
と
語
っ
た
そ
う
で
あ

る
。
一
つ
は
北
海
道
の
最
高
峰
・
旭
岳
が
見
え

る
、
こ
の
愛
す
る
東
川
町
に
家
を
建
て
る
こ
と
。

彼
は
断
熱
材
に
東
川
の
農
家
の
稲
わ
ら
を
使
い
、

２
階
か
ら
大
雪
山
連
峰
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
素
晴
ら
し
い
家
を
コ
ツ
コ
ツ
と
仲
間
と
と
も

に
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
経
過
が
素
晴
ら
し
い
。

新
し
い
家
で
の
暮
ら
し
は
、
お
よ
そ
3
年
間
と

い
う
短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
見
事
に
一
つ
の

夢
は
実
現
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
夢
は
「
東
川
と
ア
メ
リ
カ
の
架

け
橋
」
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
今
年

３
月
に
は
英
語
指
導
員
を
辞
め
、
ま
ち
な
か
に

あ
る
旧
店
舗
を
改
装
し
、
多
く
の
人
々
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
６
月
に
も
カ

フ
ェ
の
オ
ー
プ
ン
を
決
め
て
い
た
の
だ
。
こ
の

お
店
も
自
ら
の
手
で
毎
週
土
、
日
曜
日
に
１
年

以
上
も
か
か
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
と
改
装
中
だ
っ
た
。

も
う
少
し
の
と
こ
ろ
ま
で
き
て
夢
を
実
現
で
き

な
か
っ
た
の
は
本
当
に
残
念
で
あ
る
。
こ
の
夢

が
実
現
し
て
い
た
ら
、
彼
の
情
熱
と
人
脈
で
ま

ち
な
か
は
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

「
大
雪
山
を
愛
し
、
東
川
が
大
好
き
な
人
、

友
情
の
輪
を
大
切
に
し
た
人
だ
っ
た
ト
ビ
ー
さ

ん
」
を
同
僚
と
語
る
時
、
悲
し
み
が
こ
み
上
げ

て
く
る
。
ト
ビ
ー
さ
ん
、
あ
な
た
の
夢
は
き
っ

と
引
き
継
が
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
町
を
愛
し
て
い
た
だ

き
、
そ
し
て
夢
を
あ
り
が
と
う
。　

　

合  

掌

人
生
に
ま
だ
花
粉
症
な
か
り
け
り

花
粉
症
十
七
文
字
が
飛
ん
で
飛
ん
で

花
粉
症
に
も
色
あ
ら
ば
黄
信
号

卒
業
生
目
線
が
す
べ
て
も
の
を
云
ひ

風
光
る
本
屋
の
棚
の
美
文
字
本

内
股
の
足
跡
森
へ
雪
女
郎

捨
て
ら
れ
ぬ
野
良
着
た
ゝ
み
て
春
浅
し

進
級
や
受
験
戦
争
父
母
も
ま
た

花
粉
症
な
っ
て
み
な
け
り
ゃ
わ
か
る
ま
い

草
も
木
も
カ
レ
ン
ダ
ー
め
く
る
４
月
か
な

ネ
ク
タ
イ
の
結
び
目
堅
し
入
社
式

そ
う
で
す
か
あ
な
た
も
で
す
か
と
花
粉
症

わ
が
庭
に
遊
ば
せ
て
い
る
春
日
か
な

妙
齢
の
む
す
め
泣
か
す
か
杉
花
粉

匂
い
立
つ
姿
も
悲
し
花
粉
症

春
時
雨
訃
報
の
名
に
は
幸
の
文
字

玄
関
に
春
の
兆
し
靴
の
泥

春
の
雪
球
根
だ
っ
て
待
ち
ぼ
う
け

宅
配
で
届
け
ら
れ
た
る
杉
花
粉

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

本　
田　
　
　
咲

山　
内　
み　
ゆ

秋　
山　
深　
雪

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

ト
ビ
ー
さ
ん
の
死
を
悼
む

俳　

句

俳　

句
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大雪山の素顔
東川の宝物
　あなたの一番好きな季節はいつですか。春夏秋冬
それぞれの好みはあるけれど、春と答える方が東川
では多いように感じます。実は私も春が一番好きで
す。解けた雪の下から咲く花を見つけた時、うらら
かな鳥のさえずりを聞いた時、山が緑に変わってい
く風景を眺めた時、心から幸せな気持ちになります。
キトウシ森林公園の森に春を告げるのはカタクリの
花です。雪が解けたすぐ後にフクジュソウが咲きま
すが、まだまだ肌寒い日が多いので、あまり春の実
感がありません。体の緊張を解いてゆったりとした
気持ちで散策を楽しめるのは、カタクリが咲くころ
なのです。淡いピンクの花は色の少ない森を彩り、
心まで華やかにしてくれます。
　カタクリは1年のうち2カ月間しか地面の上に出て
きません。2カ月間で栄養を茎に蓄え、後の10カ月
は地面の中で眠っています。その蓄えた栄養が、種
から数えて8年経つとようやく花を咲かせます。一
つの花が花を咲かせているのは1週間ほど。キトウ
シ全体では2週間ほどしかありません。
　あまり知られていませんが、キトウシ森林公園の

カタクリは上川管内でも一、二を争うほど大規模な
群落です。これはまさしく東川の宝物といえるで
しょう。花を見るチャンスは2週間ですが、開花の
ピークといえる日は2週間のうち2日間ほどしかあり
ません。一瞬で駆け抜ける東川の春をキトウシ森林
公園で感じてみてください。

　NPO法人ねおす・大雪山自然学校　　　

　コーディネーター　　　　　　　　小林　　　峻

　

大
雪
山
で
ク
マ
の
観
察
、
研
究
を
続
け
、

『
野
生
の
ヒ
グ
マ　

母
グ
マ
Ｋ
子
の
記
録
』

『
大
雪
山
の
ヒ
グ
マ
』
な
ど
の
著
書
が
あ

る
小
田
島
護
さ
ん
（
網
走
市
卯
原
内
在
住
）

が
今
年
２
月
、
東
川
町
に

29
冊
の
書
籍
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
雪
山
の
貴
重
な
本
ば

か
り
で
、
そ
の
一
冊
に
永

田
洋
平
著
『
北
国
の
動
物

た
ち
４
』
が
あ
り
ま
す
。

小
田
島
さ
ん
は
「
戦
時
中
、

軍
用
犬
が
大
雪
山
を
縦
横

無
尽
に
走
っ
て
い
た
の
で

す
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
88
ペ
ー
ジ
か
ら
が

『
軍
犬
リ
ュ
ー
』
の
話
で

す
。

　

リ
ュ
ー
は
雄
の
シ
ェ

パ
ー
ド
。
旭
川
に
司
令
部

が
あ
っ
た
北
部
軍
の
軍
犬

で
、
著
者
、
永
田
洋
平
は

軍
犬
班
班
長
で
し
た
。
基
礎
訓
練
を
終
え

た
昭
和
18
年
に
天
人
峡
温
泉
裏
手
の
谷
間

で
キ
ャ
ン
プ
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
で
山
岳
訓

練
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
厳
冬
期
演
習
が
昭
和
19
年
２

月
14
日
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。
「
白
金
温
泉

か
ら
、
い
っ
た
ん
十
勝
岳
に
む
か
い
、
そ

こ
か
ら
大
雪
の
中
央
火
口
を
へ
て
愛
山
渓

に
至
る
、
10
日
間
78
キ
ロ
の
縦
走
コ
ー
ス

は
、
常
時
、
零
下
30
度
を
く
だ
る
最
難
関

の
冬
の
仮
装
戦
場
で
あ
っ
た
」
。

　

敵
軍
に
包
囲
さ
れ
、
孤
立
し
た
前
線
か

ら
、
リ
ュ
ー
は
伝
令
を
付
け
て
跳
び
出
し
、

黒
岳
、
北
鎮
岳
、
間
宮
岳
を

走
り
比
布
岳
の
北
部
軍
司
令

部
へ
、
二
重
三
重
の
包
囲
網

を
く
ぐ
り
抜
け
ま
す
。
御
鉢

平
で
は
、
猛
毒
の
硫
化
水
素

の
流
れ
を
正
確
に
読
ん
で
有

毒
温
泉
を
突
っ
切
っ
た
の
で

す
。
勇
敢
で
賢
い
疾
走
に
兵

士
は
驚
き
ま
し
た
。

　

終
戦
後
、
永
田
さ
ん
は
弟

子
屈
の
原
野
を
開
拓
、

リ
ュ
ー
も
一
緒
に
暮
ら
し
ま

し
た
。
開
拓
原
野
で
も
火
事

や
洪
水
か
ら
人
命
を
救
出
す

る
大
活
躍
を
続
け
た
の
で
す
。

　

リ
ュ
ー
は
実
話
で
す
が
、

大
雪
山
を
舞
台
に
し
た
動
物

の
物
語
と
し
て
は
、
戸
川
幸

夫
著
『
牙
王
物
語
』
、
石
川
球
太
の
漫
画

『
牙
王
』
も
夢
中
に
な
り
ま
す
。
オ
オ
カ

ミ
と
イ
ヌ
の
間
に
生
ま
れ
た
主
人
公
『
キ

バ
』
が
ど
う
猛
な
ヒ
グ
マ
『
片
目
の
ゴ
ン
』

と
対
決
す
る
ま
で
の
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ

の
物
語
で
す
。

町
史
編
さ
ん
専
門
員
、
西
原
義
弘

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
解
説
員
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

大雪山に関する本を町に寄贈
した小田島護さん

N

自

大
雪
山
を
駆
け
巡
っ
た
軍
犬
リ
ュ
ー

永
田
洋
平
と
軍
犬
リ
ュ
ー
＝「
北
国

の
動
物
た
ち
４
」（
1
9
8
0
年
偕

成
社
刊
、94
ペ
ー
ジ
か
ら
）
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.19

Walking   Karin Strom 
!ere are 984 paces between my o"ce and my home.  !at is, if you are walking with 
the stride a"xed to a 175 cm stature. I follow the path of those 984 paces at least twice 
a day, sometimes even 4.In February, an unfortunate event left me without the car that 
had previously been transporting me from these two locations. Since that time, I have 
gained a new appreciation for the simple act of walking.
Walking, as we all know, has many bene#ts for both the mind and body.  As British 
historian, G.M. Trevelyan put it, “I have two doctors, my left leg and my right.”  
Numerous studies across the globe have been conducted to research the bene#ts of a 
stroll. As both a mode of transportation, as well as a form of exercise, walking has given 
me a new perspective on the world. 
Traversing the Earth one foot at time, I’ve begun to notice the small details of my 
environment. I notice the roofs of buildings, the growing fullness of the trees and the 
designs of manhole（※） covers. I become more present in my community. I am able to 
catch the aroma of the changing seasons as I breathe in the fresh air. My favorite aspect 
of walking in this town is passing familiar faces on my journey. As I wave to students 
and friendly co-workers, I am reminded of how fortunate I am to be part of this great 
community. As you make your plans for the upcoming summer, I encourage you to 
schedule in some time for walking. It will be worth it. 

第98回

ハングリー精神
　倹約は、アメリカでは財布を握る夫の仕事。「husband
＝夫」は、元は「house.band＝家で締める者」という意味
から来ているとか。日本では妻が主導しているような気が
します。
　さて、先日テレビでものすごい人を見ました。その名も
「節約アスリート鎌田なお」さん。「単なる倹約家以上に
すごい人」だから、そういう名前がついたとか。特に電気
に関しては非常に徹底していて、夜は懐中電灯やろうそく
を使っていました。
　日本全国で電気代が値上げになるようですが、その値上

げ分を節約できれば「電力会社に勝った」ということにな
るのだそうです。その発想すごい！　そしてもっとすごい
のが「ハングリー精神を養うために節約生活で教育してい
る」というところ。子供に買い与える問題集は中古ショッ
プで購入、それでもお子さんは秋田県で学力テスト１位。
さらに、お子さんの〝良くできたノート〟をネットオーク
ションで販売したとか。
　すごいなあ。そこまでできないなあ。
　でもわが家との共通点がありました。というのも、うち
も子供たちの英検の問題集は100円で買ったものがほとん
ど。そういえば、高校入試用の問題集もたまたま半額セー
ルだったので、１冊50円でした。結構掘り出し物がありま
すよ。
　考えてみれば、私自身も通訳の勉強はネットオークショ
ンで買った中古テキストがほとんどです。節約アスリート
いわく「お金がないことは理由にならない」。まったくで
す。
　子供を〝ダメ〟にする一番の近道は、欲しいものをなん
でも買い与えることだ、とも言いますしね。ハングリー精
神、大事です。

ウォーキング　カリン・ストロム
　職場と自宅の間は984歩あります。身長175センチに見合った歩幅で歩けば、の話ですが。この道を最低でも一日２回、
時には４回も歩きます。２月に、運悪く通勤で使っていた車が使えないことがあったからです。でもそれ以来、このシンプル
な歩くという行為に新しい価値を見い出しました。
　ご存じのように、ウォーキングは心身の両面にたくさんの利点があります。イギリスの歴史家、G.M.トレヴェリアンが言い
ました。「私には２人の医者がいる。右足と左足だ」。世界中で散歩の効用を調査する研究が数多く行われてきました。歩く
ことで、私にも移動手段と運動の両面でこの世界にまた新しい視点が生まれました。
　一歩ずつ地球を横断することで、私を取り巻く環境の細部に気がつき始めました。建物の屋根、たっぷりと繁った木の豊
かさ、マンホールのふたのデザインに至るまで、今まで以上にこの地域にいる、という気持ちになります。新鮮な空気を吸う
と、移り変わる季節の香りを感じられます。この町を歩いてうれしいのは、顔見知りに出会うことです。児童、生徒や気さくな
同僚に手を振りながら、改めてこの素晴らしい地域の一員でいる自分の幸運を思います。みなさんもこの夏の計画に、歩く
時間を取ってみてはいかがでしょうか。それだけのことはあります。　　　　　　　　　　　　　　　　（訳：宮地晶子）

【ちょっと豆知識】
宮地晶子

※米国では、「man＝男」と
いう言葉は「person＝人」と
いう言葉に置き換えます。例
えば議長は「チェアマン」で
はなく「チェアパーソン」とい
う具合。女性差別を意識する
からです。ふと「manhole＝
マンホール（人孔）」は？と
思い、調べてみました。やは
り「personal hole」を検討
した地域がありました。結
局、頭文字の「ｍ・ｈ」を取っ
て「maintenance(メインテ
ナンス) hole」になったそう
です。あぁ、アメリカ…。大変
ですね。
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くらし
・

ネットワーク

　
父
佳宏
聖範
幸一
晶彦
正行
勇太
大輔

　
母
和美
愛
愛
聖子
仁美
桃歌
千裕

　
行政区
11区
西町３丁目
西区
南町３丁目
東町２丁目
東町３丁目
西区

お 誕 生
生まれた子
加藤　颯介
北橋　舞
寺林　優朔
石川　圭人
寺林　佑真
田村　美桜
越高　和奏

  かとう　  そうすけ

きたはし　 まい

てらばやし ゆうさく

いしかわ　   けいと

てらばやし  ゆうま

  たむら　      みさ

こしたか　  わかな

回収できるもの（洗濯済みで綿50%以上のもの）
▶

▶

▶

▶

回収できないもの（雑巾として適さないもの）
▶

▶

▶
▶
▶
▶

　
メリヤス地

綿 地

タオル地

ネール地

　
吸収性悪いもの

小さいもの

裏地入り
中綿入り
厚 地
そ の 他

　
（Ｔシャツ、ポロシャツ、ベビー服、ズボン下、肌着
など）
（シーツ、布団カバー、枕カバー、トレーナ、パジャ
マ、スウェツト、Ｙシャツ、ブラウス、浴衣など）
（フェイスタオル、バスタオル、タオルケット、バス
ローブ、オシボリ、ベビー服など）
（寝巻き、ネルシャツなど）

（ジャージ、セーター、Ｇパン、Ｇジャン、フリース、
毛糸類、着物、ナイロン製品のシャツなど）
（靴下、はぎれ、ハンカチ、パンツ、帽子、手袋、よ
だれかけなど）
（背広、ジャケット、スーツ、スカート、コートなど）
（布団、キルティング地など）
（作業着、防寒着、ジャンパーなど）
（濡れているもの、汚れのひどいもの、動物臭の
するもの、灯油臭がするものなど）

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
（前月比－
（前月比－
（前月比－
（前月比－

　
7,917人
3,702人
4,215人
3,411戸

5人
12人
65人
91人

　
36人）
30人）
6人）
31戸）

人口・世帯数　3月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
行政区　
南町２丁目

ご  結  婚
新郎　　　　　　新婦
鵜之沢　誠　　　吉原　璃紗

　
歳

　
行政区
２西区
西町２丁目
東倉沼
30区
５北区
３区
32区

96歳
90歳
88歳
96歳
85歳
66歳
95歳

おくやみ
亡き人
小川　玉子
岡村　綾子
吉田　喜代次
水上　　子
石本　フデ
澤田　和彦
本多　行雄

届出人
小川　勉
岡村　典秀
吉田　勝次
石井　和男
石本　和也
澤田　佑子
本多　安子

人のうごき　3月16日～4月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　

②
65
歳
ま
で
任
意
加
入
し
て
も
受
給

資
格
期
間
の
３
０
０
月
（
25
年
間
）
を

満
た
さ
な
い
場
合
、
さ
ら
に
70
歳
ま
で

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
平

成
20
年
４
月
以
降
に
任
意
加
入
し
た
方

は
、
保
険
料
の
納
付
方
法
は
原
則
口
座

振
替
）
。

　

旭
川
年
金
事
務
所
は
☎
27
|
１
６
１

１空
き
缶
、ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま

し
ょ
う

 

雪
が
解
け
て
、
道
路
周
辺
に
不
法
投

棄
さ
れ
た
ご
み
な
ど
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

空
き
缶
、
ご
み
の
散
乱
を
防
止
し
て

美
し
い
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
と
良

好
な
環
境
の
保
全
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

資
源
の
再
生
利
用
に
努
め
、
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

２
０
月
）
継
続
し
て
納
付
し
た
場
合　

　

付
加
保
険
料
の
10
年
間
の
納
付
総
額

は
４
万
８
千
円
に
な
り
ま
す
。
65
歳
の

年
金
受
給
開
始
時
に
受
け
取
る
付
加
年

金
額
は
２
万
４
千
円
（
１
月
当
た
り
支

給
額
単
価
２
０
０
円
に
付
加
保
険
料
を

納
め
た
月
数
分
を
掛
け
た
額
）
に
な
り
、

年
金
を
２
年
間
以
上
受
け
取
る
と
、
付

加
保
険
料
の
納
入
総
額
を
上
回
る
金
額

を
終
身
定
額
で
受
け
取
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

〔
任
意
加
入
〕

　

①
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が

４
８
０
月
（
40
年
間
）
に
満
た
な
い
場

合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
間
に
任

意
加
入
し
て
満
額
の
国
民
年
金
受
け

取
り
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
た
だ
し
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上

げ
請
求
者
、
厚
生
年
金
、
各
種
共
済
年

金
の
被
保
険
者
は
任
意
加
入
で
き
ま
せ

ん
）
。
 

定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
は
住
民
室
☎
（
内
線
１

１
１
）

将
来
の
年
金
は
付
加
年
金
で
増
や
せ

ま
す

　

国
民
年
金
保
険
は
、
65
歳
か
ら
受
給

で
き
る
老
齢
基
礎
年
金
と
、
プ
ラ
ス
し

て
受
け
取
れ
る
「
付
加
年
金
」
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
毎
月
の
年
金
受

け
取
り
額
が
多
く
な
る
制
度
で
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
、
任
意
加
入
被
保

険
者
だ
け
が
利
用
可
能
で
す
。
た
だ
し

保
険
料
の
納
付
免
除
、
保
険
料
の
支
払

い
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
、
国
民
年
金

基
金
へ
の
加
入
者
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
（
月
額
１
万
５
千

4
0
円
）
を
納
め
る
時
、
付
加
保
険
料

（
同
４
０
０
円
）
を
プ
ラ
ス
し
て
納
め

る
と
、
納
め
た
月
数
に
応
じ
て
年
金
額

が
上
乗
せ
支
給
に
な
り
ま
す
。

▼
（
例
）
付
加
保
険
料
を
10
年
間
（
１

古
着
、古
布
は
リ
サイ
ク
ルへ

　

皆
さ
ん
は
古
着
、
古
布
を
燃
え
る
ご

み
と
し
て
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
。
古
着
、

古
布
は
工
業
用
雑
巾
と
し
て
再
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

１
人
当
た
り
年
間
約
４
㌔
㌘
の
リ
サ

イ
ク
ル
可
能
な
古
着
が
一
般
ご
み
と
し

て
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
を
減
ら

す
た
め
に
も
資
源
ご
み
と
し
て
再
利
用

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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都市建設課工事の入札結果 町発注工事の入札結果をお知らせします。

30,975,0003月26日 平成24年度公営住宅清流団地建設その8工事 ㈲門間建設 指名競争入札

入札日 事　業　名　等 請負業者
請負価格

（税込み、円）
契約方法等

着
任
し
ま
し
た

着
任
し
ま
し
た

　
４
月
１
日
付
け
の
道
内
学
校
教
職
員

人
事
で
、
河
野
祐
史
前
士
別
市
立
中
士

別
小
学
校
長
が
東
川
第
二
小
学
校
長
に

着
任
し
ま
し
た
。

東
川
第
二
小
学
校
長

河 

野 

祐 
史

　
こ
の
度
の
異
動
で
、
士
別
市
の
中
士
別
小

学
校
か
ら
「
写
真
の
町
」
東
川
町
の
「
写
真

の
学
校
」
東
川
第
二
小
学
校
に
着
任
し
ま
し

た
。

　
東
川
町
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
、
校
舎
の

窓
か
ら
望
む
キ
ト
ウ
シ
山
や
大
雪
山
連
峰
の

雄
大
な
姿
と
豊
か
な
田
園
風
景
、
お
い
し
い

水
に
東
川
町
に
着
任
し
た
喜
び
を
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
校
内
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
様
子

が
写
真
で
掲
示
さ
れ
、
ど
の
写
真
に
も
楽
し

い
活
動
の
様
子
や
い
き
い
き
と
し
た
明
る
い

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
教
育
目
標
で
あ
り
ま
す
「
明
日
の

幸
を
め
ざ
す
た
の
も
し
い
子
ど
も
の
育
成
」

を
め
ざ
し
「
感
動
い
っ
ぱ
い　
笑
顔
い
っ
ぱ

い　
い
き
い
き
二
小
っ
子
」
の
姿
を
求
め

て
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
教
育
活
動
を
進

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道草館前
発便名 キトウシ森林

公園発

9:00

11:00

13:00

15:30

1

2

3

4

9:10

11:10

13:10

15:40
（26日だけ） （26日だけ）

※
25
日
（
土
）
は
「
４
便
」
を
運
行
し
ま
せ
ん
。

　

会
場
へ
の
お
越
し
は
バ
ス
の
定
時
便
時
刻
表

　

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

畜犬登録と狂犬病予防注射の実施日
場 所 時 間月 日

16日㈭

17日㈮

18日㈯

8日㈯

5月

6月

第三地区コミュニティーセンター前
（東８号）

第二地区コミュニティーセンター前
（西４号）

旧森林組合管理棟跡地（東５号）

第三分団消防庁舎前（西10号）

第二分団消防庁舎前（北町９丁目）

上岐登牛住民集会所前（東５号）

東雲住民集会所前（東４号）

17区行政区会館前（北町５丁目）

保健福祉センター横

　　　　〃

9:00

9:40

10:50

13:00

9:00

9:40

10:30

13:00

9:00

9:00

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

9:30

10:30

11:40

14:00

9:20

10:10

11:30

14:00

11:30

11:30

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

だ
さ
い
。
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」

を
交
付
し
ま
す
（
手
数
料
５
５
０
円
）
。

　

犬
の
所
有
者
の
変
更
、
犬
が
死
ん
だ

時
は
変
更
届
け
が
必
要
で
す
。

犬
は
飼
い
方
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う

　

放
し
飼
い
の
犬
が
他
の
人
を
か
ん
で

負
傷
さ
せ
る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

他
人
の
敷
地
内
に
入
っ
て
ふ
ん
を
し
、

ま
た
は
農
作
物
を
荒
ら
す
な
ど
、
迷
惑

行
為
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
鎖
な
ど
で

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施

の
お
知
ら
せ

　

犬
の
新
規
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射

を
実
施
し
ま
す
。
生
後
91
日
以
上
の
飼

い
犬
は
、
狂
犬
病
予
防
法
で
登
録
（
生

涯
に
１
度
）
、
狂
犬
病
予
防
注
射
（
毎

年
１
回
）
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
必
ず
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

新
規
登
録
料
は
３
千
円
、
狂
犬
病
予

防
注
射
は
3
千
40
円
で
す
。
動
物
病
院

で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、

終
了
後
に
定
住
促
進
課
ま
で
お
越
し
く

常
に
繋
い
で
お
く
か
、
お
り
な
ど
囲
い

の
中
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

散
歩
の
時
は
昼
夜
を
問
わ
ず
必
ず
引

き
綱
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
鎖
な
ど
が
古

い
と
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

首
輪
や
鎖
を
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ

う
。
ス
コ
ッ
プ
や
袋
な
ど
を
持
参
し
、

ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
適
切
に
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

　

飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
に

探
し
ま
し
ょ
う
。
放
っ
て
お
く
と
、
知

ら
な
い
間
に
他
人
に
迷
惑
を
か
け
、
交

通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
役
場
、
保
健
所
で
保
護
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
問

い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

 

地
域
活
性
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
２
６
０
、

２
６
１
）

ラ
ト
ビ
ア
派
遣
の
交
換
交
流
高
校
生

を
募
集

　

ラ
ト
ビ
ア
・
ル
ー
イ
エ
ナ
町
に
派
遣

す
る
町
内
在
住
の
高
校
生
を
公
募
し
ま

す
。
派
遣
費
用
は
東
川
、
姉
妹
町
の

ル
ー
イ
エ
ナ
両
町
で
負
担
し
ま
す
。

　

派
遣
時
期
は
今
年
９
月
１
日
か
ら
同

月
22
日
ま
で
約
３
週
間
で
す
。
派
遣
す

る
の
は
４
人
で
、
そ
の
う
ち
２
人
を
募

集
し
ま
す
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選

考
会
を
行
い
決
定
し
ま
す
。
残
る
２
人

は
東
川
高
校
の
生
徒
の
予
定
で
す
。

派
遣
時
期　

９
月
１
日
〜
同
月
22
日

年
齢　

高
校
生
（
１
、
２
年
生
が
望
ま

　

し
い
）

費
用　

渡
航
費
、
滞
在
費
の
自
己
負
担

　

は
な
し

滞
在
場
所　

ル
ー
イ
エ
ナ
町
の
ホ
ス
ト

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
ホ
ス
テ
ル

資
格　

町
内
に
在
住
し
、
東
川
高
校
以

　

外
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
、

　

英
語
検
定
準
２
級
以
上
、
ま
た
は
同

　

レ
ベ
ル
以
上
の
英
語
能
力
を
有
し
心

　

身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

締
め
切
り　

５
月
30
日
（
木
）
必
着

申
し
込
み　

地
域
活
性
課
（
所
定
の
申

　

し
込
み
用
紙
あ
り
）

そ
の
他　

①
ラ
ト
ビ
ア
高
校
で
の
授
業

を
受
け
る
場
合
は
道
内
の
高
校
の
授
業

単
位
と
し
て
換
算
予
定
（
北
海
道
教

育
委
員
会
と
協
議
中
）
②
今
年
８
月

に
事
前
研
修
を
実
施
（
８
回
程
度
）

国
際
交
流
関
係
事
業
の
ご
案
内

　

国
際
交
流
の
日
（
５
月
９
日
）
に
ち

な
ん
で
、
今
年
の
東
川
町
国
際
交
流
事

業
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
ル
ー
イ
エ
ナ
町
と

の
姉
妹
提
携
５
周
年
を
記
念
し
て
、
各

種
国
際
交
流
事
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の

他
事
業
も
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま

す
。

５
月　

▼
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ジ
ャ
ズ
・

エ
キ
ス
プ
レ
ス
ウ
ェ
イ
＆
東
川
中
学
校

吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
（
31
日
、
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
＝
20
㌻
参

照
＝

６
月　

▼
東
ア
ジ
ア
地
域
交
流
促
進

協
議
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
（
上
旬
、

韓
国
、
中
国
、
台
湾
か
ら
海
外
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
８
人
が
来
町
予
定
）
▼

ペ
ー
テ
リ
ウ
ス
・
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
ス

駐
日
ラ
ト
ビ
ア
大
使
来
町
（
上
旬
）

▼
ラ
ト
ビ
ア
・
ル
ー
イ
エ
ナ
町
の
高

校
生
交
換
交
流
で
来
町
（
６
月
末
か

ら
1
カ
月
間
、
４
人
予
定
）

７
月　

▼
ラ
ト
ビ
ア
・
ル
ー
イ
エ
ナ

町
訪
問
団
来
町
（
12
〜
19
日
、
約
15
人
、

ラ
ト
ビ
ア
写
真
展
、
ラ
ト
ビ
ア
料
理

教
室
予
定
）
▼
台
湾
輔
仁
大
学
学
生

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
来
町
（
９

月
ま
で
、
町
内
民
間
企
業
で
実
習
）

８
月　

▼
韓
国
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
来
町
（
上
旬
、
フ
ォ
ト
フ
ェ

ス
タ
、
写
真
甲
子
園
、
ど
ん
と
こ
い

ま
つ
り
で
研
修
実
習
）
▼
東
川
町
サ

ッ
カ
ー
少
年
団
を
韓
国
ヨ
ン
ウ
ォ
ル

郡
へ
派
遣
（
中
旬
、
３
泊
４
日
）

９
月　

▼
東
川
町
の
高
校
生
を
ラ
ト

ビ
ア
・
ル
ー
イ
エ
ナ
町
へ
派
遣
（
上
・

中
旬
17
日
間
、
４
人
予
定
）

来
年
1
月　

▼
東
川
中
学
校
吹
奏
楽

部
が
東
京
・
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
ケ

イ
コ
・
ボ
ル
ジ
ェ
ソ
ン
氏
と
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
演
（
ラ
ト
ビ
ア
音
楽
交

流
事
業
で
）

本
年
度
中　

▼
台
湾
、
韓
国
、
中
国
、

タ
イ
か
ら
日
本
語
研
修
生
受
け
入
れ
▼

同
事
業
の
台
湾
日
本
語
研
修
生
同
窓

会
開
催
（
台
北
）
▼
ラ
ト
ビ
ア
民
話

集
、
絵
本
を
発
刊

林
公
園
（
臨
時
バ
ス
停
）
」
間
の
往
復

便
で
す
。
乗
車
料
金
は
大
人
１
５
０
円
、

子
供
70
円
（
い
ず
れ
も
片
道
）
で
す
。

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
２
、

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

女
性
に
対
す
る
暴
力
相
談
窓
口

　

女
性
の
約
10
人
に
1
人
が
「
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
」
に
悩
み
、
苦
し
ん
で
い

ま
す
。
各
機
関
で
は
、
女
性
に
対
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
に
関
す
る
ご
相
談
に

お
応
え
し
ま
す
。
早
め
の
相
談
が
問
題

解
決
へ
の
第
一
歩
で
す
。

　

一
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
言

葉
や
身
体
的
な
暴
力
な
ど
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
の
被
害

な
ど
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
異
な
る
相

談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

　

相
談
ナ
ビ
☎
０
５
７
０
|
０
|
５
５

２
１
０
（
お
近
く
の
相
談
窓
口
の
ご
案

内
）
、
ま
た
は
役
場
保
健
福
祉
課
へ
。

食
事
か
ら
健
康「
栄
養
教
室
」

　

不
適
切
な
食
事
の
摂
取
、
運
動
不
足

な
ど
か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
」
た
め
健
康
の
大
切
さ
を
考
え

行
政
相
談
委
員
に
盛
永
さ
ん
を
再
任

　

盛
永
小
夜
子
さ
ん
が
東
川
町
行
政
相

談
委
員
と
し
て
引
き
続
き
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
期
間
は
今
年
４
月
１
日
か
ら
27

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

国
の
行
政
機
関
等
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

バ
ス
運
行
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
公
共
施
設
管
理
室
☎
（
内
線
２
４
０
）

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
で
バ

ス
臨
時
便
を
運
行

　

５
月
25
日
（
土
）
、
26
日
（
日
）
の

両
日
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
で
開
く
第

54
回
く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
合
わ
せ
て
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場

ま
で
直
通
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
臨
時
便
を

運
行
し
ま
す
。

　

「
道
の
駅
・
道
草
館
|
キ
ト
ウ
シ
森

ま
し
ょ
う
。

　

身
近
な
材
料
を
使
っ
て
調
理
実
習
を

し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
、
味
付
け
な
ど
を

確
認
し
、
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
よ
う

（
希
望
す
る
方
は
食
生
活
改
善
推
進
員

と
な
る
単
位
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
）
。

日
時　

５
月
15
日
（
水
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
ど
な
た
で
も

内
容　

食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
・
パ
ー
ト
２

　

＝
講
話
、
調
理
実
習
、
試
食
（
希
望

　

者
に
は
体
脂
肪
測
定
）

持
ち
物　

筆
記
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　

巾
（
食
材
費
の
一
部
１
０
０
円
を
自

　

己
負
担
）

特
設
人
権
相
談
所
、心
配
ご
と
相
談

所
を
開
設
し
ま
す

　

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

に
呼
応
し
て
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
人
権
や
心
配
ご
と
の
さ
ま
ざ
ま
な

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

町
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
○
山
口
佐

知
子
（
西
４
号
北
39
、
☎
82
|
４
７
２

０
）
○
奥
山
富
雄
（
西
町
５
丁
目
８

|
５
、
☎
82
|
３
２
０
９
）
○
馬
場
猛

（
北
町
３
丁
目
６
|
14
、
☎
82
|
２
２

２
０
）
―
の
３
人
で
す
。

▼
特
設
人
権
相
談
所

日
時　

６
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時
半 

　

〜
同
４
時

場
所　

社
会
福
祉
協
議
会
会
議
室
（
い
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日本赤十字社東川町分区収支決算書

＜収入の部＞

＜支出の部＞

（収　入）
1,170,307 円

（繰越金）
56,605 円＝

（支　出）
1,113,702 円－

松  岡  市  郎

　日本赤十字社東川町分区（分区長・松岡市郎町長）はこのほど、24年度の分区事業決算をまとめました。収
入は1,170,307円、支出は1,113,702円となり、56,605円を新年度に繰り越しました。
　赤十字社の事業は、明るく住みよい平和な社会を築きあげるため、血液事業の推進、国内外の災害時医療救
護、救援物資、義援金の贈呈など、世界の平和と福祉に役立ついろいろな事業で活動しています。活動を支え
ているのは善意による社資（社員）と寄付金、労力を提供する多くの奉仕者です。今後とも皆さまのご理解と
ご協力をお願いします。     

科 目

科 目
繰 越 金

配 分 金

社 　 費
雑 　 入
合 　 計

予算額（円） 決算額（円） 比較増減（円）

予算額（円） 決算額（円） 比較増減（円）

10,689

180,000

1,000,000
311

1,191,000

10,689

232,900

926,700
18

1,170,307

0

52,900

△ 73,300
△ 293

△ 20,693

災害援助 25,000 20,000 △ 5,000

予 備 費 5,000 0 △ 5,000

合 計 1,191,000 1,113,702 △ 77,298

備 考

備 考

前年度繰越

預金利息 18円

旅 費 37,000 7,760 △ 29,240 上川支庁地区委員会総会・研修会等 
事 務 費 24,000 4,720 △ 19,280 振込手数料等

赤十字奉仕団運営助成金
分区交付金
赤十字奉仕団ﾌﾞﾛｯｸ研修会事業資金助成金

20,000円
162,900円
50,000円

事 業 費 1,100,000 1,081,222 △ 18,778
926,700円
100,000円
54,522円

社費 
赤十字奉仕団助成金
赤十字奉仕団ﾌﾞﾛｯｸ研修会事業資金助成金

日赤赤十字社東川町分区 分区長
東川町長

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

き
い
き
セ
ン
タ
ー
内
）

▼
心
配
ご
と
相
談
所

日
時　

６
月
20
日
（
木
）
午
後
１
時
半

　

〜
同
４
時

場
所　

社
会
福
祉
協
議
会
会
議
室
（
い

　

き
い
き
セ
ン
タ
ー
内
）

 

教
育
委
員
会
か
ら

　

奨
学
金
の
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ

せ
は
教
育
推
進
室
☎
（
内
線
５
８
２
、

５
８
３
）
、
木
の
里
親
、
公
募
委
員
に

関
す
る
こ
と
は
教
育
課
☎
（
内
線
５
８

６
、
５
８
７
）
＝
３
㌻
の
記
事
参
照
＝

図
書
館
建
設
検
討
委
員
会
の
公
募
委

員
を
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
本
年
度
、
町
立

図
書
館
の
新
設
を
検
討
協
議
す
る
た
め

の
「
東
川
町
図
書
館
建
設
検
討
委
員
会
」

発
足
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

町
内
公
募
委
員
を
募
集
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

同
検
討
委
員
会
の
委
員
は
、
公
募
の

ほ
か
、
学
識
経
験
者
、
町
内
教
育
関
係

者
、
町
内
各
地
区
の
関
係
者
委
員
な
ど

で
構
成
す
る
予
定
で
す
。

　

町
の
図
書
館
に
対
し
て
は
、
図
書
館

機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
な
ど
の
場
で
新
築
へ
の
強
い

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

締
め
切
り　

５
月
24
日

応
募　

電
話
で
教
育
課
ま
で
（
担
当
は

　

三
島
、
佐
藤
）
☎
（
内
線
５
８
７
）

「
木
の
里
親
」に
な
る
方
を
募
集
し
ま
す

　

新
校
舎
を
建
設
中
の
新
東
川
小
学
校
、

併
設
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
周
囲
を

緑
豊
か
な
空
間
に
育
て
る
た
め
、
町

木
・
か
つ
ら
の
苗
木
を
育
て
て
木
の
里

親
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

　

町
民
多
く
の
方
々
に
「
木
の
里
親
」

と
し
て
１
年
半
苗
木
を
育
て
て
い
た
だ

き
、
そ
の
苗
木
を
新
し
い
小
学
校
の
周

り
に
植
樹
す
る
計
画
で
す
。

　

来
年
秋
に
完
成
す
る
新
校
舎
と
、
小

学
校
に
併
設
す
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

落
成
に
合
わ
せ
て
記
念
植
樹
祭
を
行
い

ま
す
。
か
つ
ら
の
木
な
ど
を
中
心
に
、

豊
か
な
緑
地
と
な
る
よ
う
計
画
し
て
い

ま
す
。

申
し
込
み　

教
育
課
（
住
所
、
氏
名
、

　

連
絡
先
電
話
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

締
め
切
り　

５
月
20
日
（
月
）
ま
で

配
付　

５
月
29
日
（
水
）
〜
同
月
31
日

　

（
金
）
ま
で
，
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　

タ
ー
で
（
学
校
関
係
者
分
は
学
校
を

　

通
じ
て
配
布
予
定
）

そ
の
他　

苗
木
は
樹
高
30
〜
50
㌢
㍍
程

度
の
ポ
ッ
ト
苗
（
無
料
、
一
人
３

本
）
。

「
小
西
健
二
奨
学
金
」の
奨
学
生
を
募
集

　

「
小
西
健
二
奨
学
金
」
制
度
の
奨
学

金
受
給
希
望
者
の
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

　

２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
亡
く
な

っ
た
故
小
西
健
二
氏
の
遺
志
を
継
い
で

始
ま
り
ま
し
た
。
遺
贈
を
受
け
た
原
資

３
千
万
円
に
町
予
算
を
加
え
て
運
用
し

て
い
ま
す
。
向
学
心
に
あ
ふ
れ
、
品
行

方
正
、
学
術
優
秀
で
経
済
的
に
厳
し
い

家
庭
環
境
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
学
生

を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

対
象　

①
国
公
立
の
短
期
大
学
、
高
等

　

専
門
学
校
、
大
学
に
在
学
す
る
学
生

　

で
あ
っ
て
経
済
的
に
厳
し
い
家
庭
環

　

境
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
②
保
護

　

者
は
１
年
以
上
東
川
町
に
居
住
し
て

　

い
る
こ
と

奨
学
金　

①
短
期
大
学
生
、
高
等
専
門

学
校
生
10
万
円
②
大
学
生
20
万
円

（
と
も
に
予
算
の
範
囲
で
一
時
金
）

申
請　

対
象
学
生
の
入
学
年
度
に
教
育

　

課
に
申
請
（
た
だ
し
高
等
専
門
学
校

　

生
は
４
年
生
に
進
級
時
の
年
度
）

締
め
切
り　

５
月
末
日
（
所
定
の
申
請

　

書
は
教
育
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
可
）

決
定　

審
議
会
で
選
考

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
82
|
５
１
０

０「
ふ
れ
愛
の
郷
」見
学
会

　

旭
川
福
祉
専
門
学
校
に
隣
接
の
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
の
郷
」

の
見
学
会
で
す
。
親
子
が
自
由
に
遊
べ

る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
保
育
科
の

学
生
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。
大
型

バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。
午
前
10
時
ま
で

に
幼
児
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関
前
に
集
合

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
９
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

　

愛
の
郷
（
進
化
台
）

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
） 

対
象　

家
庭
の
親
子
ど
な
た
で
も

救
急
講
習
会
の
ご
案
内

　

乳
幼
児
に
多
い
け
が
な
ど
の
応
急
手

当
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
使
う
救
急
心
肺
そ
生
の
実
技
講
習
で

す
。

日
時　

５
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

対
象　

０
歳
児
以
上
の
お
子
さ
ん
を
育

　

て
て
い
る
保
護
者

内
容　

乳
幼
児
に
多
い
け
が
へ
の
応
急

　

処
置
と
実
技
講
習

講
師　

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署

子
育
て
講
座
を
開
き
ま
す

　

毎
回
好
評
な
「
陶
芸
教
室
」
で
す
。

毎
日
の
育
児
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
情

報
交
換
の
場
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
24
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

内
容　

陶
器
の
制
作
（
お
皿
１
枚
）

募
集　

10
〜
15
組
程
度
（
先
着
順
、
託

　

児
あ
り
）

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者
ど
な
た
で

　

も
講
師　

理
創
夢
工
房
・
滝
本
宣
博
さ
ん

　

ご
夫
婦

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
雑
巾

材
料
費　

千
２
０
０
円
（
当
日
支
払
い
）

 

町
立
診
療
所
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
82
|
２
１
０
１

隔
週
金
曜
日
、呼
吸
器
内
科
の
外
来

診
療
が
始
ま
り
ま
し
た

　

５
月
か
ら
外
来
診
療
科
目
に
新
た
に

呼
吸
器
内
科
が
加
わ
り
ま
し
た
。
診
察

日
は
、
隔
週
ご
と
の
金
曜
日
で
す
。
札

幌
手
稲
い
な
づ
み
病
院
か
ら
担
当
医
が

来
て
診
察
に
当
た
り
ま
す
。

診
察
日　

隔
週
金
曜
日
＝
５
月
は
10
日
、

　

24
日
（
以
後
隔
週
診
察
、
診
察
日
が

　

祝
日
の
場
合
は
前
週
に
繰
り
上
げ
）

時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
５
時
15
分

担
当
医　

田
中
紳
太
郎
医
師
、
小
野
江

　

和
之
医
師
（
隔
週
交
代
）

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

金
盛
勇
松
消
防
団
長
が
消
防
庁
長
官

表
彰

　

大
雪
消
防
組
合
東
川
消
防
団
の
金
盛

勇
松
団
長
が
こ
の
ほ
ど
、
消
防
庁
か
ら

永
年
勤
続
功
労
章
で
消
防
長
官
表
彰
を

受
け
、
4
月
３
日
役
場
で
松
岡
市
郎
町

長
か
ら
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　

１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
4
月
入
団
。

以
来
勤
続
34
年
間
に
わ
た
っ
て
職
責
を

努
め
、
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
か
ら

団
長
と
し
て
地
域
防
災
と
安
全
の
要
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
北
海
道
消
防
協
会
功
績
賞
、

同
協
会
上
川
支
部
特
別
功
績
賞
、
北
海

道
知
事
・
管
理
者
・
日
本
消
防
協
会
・

北
海
道
消
防
協
会
勤
続
章
を
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
て
い
ま
す
。

石
上
元
議
長
、北
海
道
社
会
貢
献
賞

を
受
賞

　

元
町
議
会
議
長
、
34
区
、
石
上
郁
さ

ん
（
78
）
が
北
海
道
社
会
貢
献
賞
（
自

治
功
労
）
を
受
賞
、
松
岡
市
郎
町
長
に

受
賞
の
報
告
に
来
庁
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
か
ら
２
０

０
７
（
同
19
）
年
３
月
ま
で
５
期
2
0

年
間
に
わ
た
っ
て
長
く
町
議
会
議
員
を

務
め
、
そ
の
間
２
０
０
３
（
同
15
）
年

か
ら
４
年
間
、
町
議
会
議
長
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。

　

長
く
保
護
司
と
し
て
も
活
動
し
、
そ

の
貢
献
に
対
し
て
同
賞
を
受
賞
し
て
お

り
今
回
で
２
度
目
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

 

寄  

付
ラ
イ
ナ
ー
が
米
の
販
売
収
益
金
を

　

３
月
25
日
、
㈱
ラ
イ
ナ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
旭
川
、
安
井
清
吉
社
長
）
が

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
の
収
益
金
１
万
８

千
８
５
８
円
を
町
の
株
主
制
度
（
水
と

環
境
事
業
）
に
寄
付
し
ま
し
た
。
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お手紙ありがとう
（児童書）
著：小手鞠るい、刊：WAVE出版

　子どもたちが
「ある人」に宛て
て、一緒に遊んだ
楽しい思い出や心
を癒されたことを
手紙に書きました。
やがて「ある人」
から子どもたちに
お礼の手紙が届
きます。読み進ん

でいくうちに、「ある人」が次第に明らかにな
っていきます。お友だちと校長先生が書いた
心温まる優しい手紙。その手紙のあて先は
いったいだれ？

メリダとおそろしの森
（アニメ）
ウォルト・ディズニー・スタジオ・ジャパン、DVD

　馬を駆り、弓を射
ることが大好きなお
転婆王女のメリダ。
結婚を嫌って母と
口論した末城から
逃げ出し、森で魔女
と出会う。メリダは
魔女に母の考えを
変えさせる魔法を
注文するが、魔女は

母の姿をなんと熊へと変えてしまった。母を救う
手掛かりを探して再び森に足を踏み入れたメリ
ダは、思いもよらない自分の運命と向き合う。
（94分）

櫻子さんの足下には死体が埋まっている（一般書）
著：太田紫織、刊：角川書店

　北海道旭川に
住む平凡な高校
生の僕は、レトロな
お屋敷に住む櫻
子さんと知り合い
だ。しかし櫻子さん
には、僕に理解で
きない嗜好（しこう）
がある。それは「三
度の飯より骨が好

き」ということ。骨を組み立てる標本師である
一方、彼女は骨と死体から殺人事件の謎を
解く。その声を聞くかのごとく軽やかに―。僕
はそんな彼女に振り回されてばかり。

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

聞
販
売
店
を
開
業
。
そ
の
後
事
業
を
引

き
継
ぎ
、
二
代
50
年
間
経
営
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
３
月
で
同
新
聞
店
の
経
営

を
辞
め
、
４
月
か
ら
町
内
で
の
新
聞
販

売
業
務
を
他
に
移
譲
し
た
の
を
機
に
、

「
町
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
」
と
篤
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

役
場
を
訪
れ
た
沖
さ
ん
は
松
岡
市
郎

町
長
に
現
金
を
手
渡
し
「
や
っ
と
楽
に

な
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

「
子
供
た
ち
の
教
育
の
た
め
に
」
と

い
う
意
向
を
く
ん
で
、
東
川
小
学
校
の

移
転
新
築
に
伴
っ
て
設
置
を
検
討
し
て

い
る
イ
タ
リ
ア
在
住
の
彫
刻
家
、
安
田

侃
（
か
ん
）
氏
の
作
品
購
入
資
金
と
し

て
役
立
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

東
中
吹
奏
楽
部
、卒
業
コ
ン
サ
ー
ト
で

今
年
も
義
援
金

　

３
月
28
日
、
東
川
中
学
校
吹
奏
楽
部

（
島
田
和
奈
部
長
）
の
皆
さ
ん
が
役
場

を
訪
れ
、
「
東
日
本
大
震
災
の
被
害
に

　

同
社
の
同
祭
り
実
行
委
員
会
委
員
９

人
の
社
員
が
来
庁
し
、
松
岡
市
郎
町
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
に
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園

で
開
い
た
ラ
イ
ナ
ー
感
謝
祭
の
会
場
で

「
東
川
米
」
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
し
、

そ
の
収
益
金
を
持
参
し
ま
し
た
。
同
社

か
ら
は
３
月
に
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ

ッ
プ
の
益
金
を
寄
付
い
た
だ
い
て
お
り

２
度
目
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

旭
川
の
宮
田
さ
ん
、
会
葬
の
お
礼
に　

　

４
月
２
日
、
旭
川
市
内
に
在
住
の
宮

田
晃
彦
さ
ん
（
66
）
か
ら
町
に
多
額
の

現
金
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

実
父
、
重
作
さ
ん
の
会
葬
の
お
礼
に

代
え
て
「
町
の
発
展
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
町
出
身
の
重
作
さ
ん
は
、
旭
川
市

内
で
建
設
会
社
を
起
こ
し
て
経
営
し
、

東
川
町
出
身
の
方
た
ち
の
交
流
の
会
、

旭
川
東
川
出
身
会
の
会
長
を
長
く
務
め
、

出
身
O
B
の
皆
さ
ん
と
の
親
睦
に
尽
力

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
３
月
下
旬
94

歳
で
逝
去
し
ま
し
た
。
町
で
は
ご
厚
志

を
今
後
の
事
業
に
生
か
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沖
さ
ん
、
経
営
移
譲
を
機
に

　

4
月
22
日
、
西
町
２
、
沖
忠
平
さ
ん

（
66
）
が
町
の
株
主
制
度
に
多
額
の
現

金
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
、
父
故
正

一
さ
ん
（
１
９
８
４
年
死
去
）
が
沖
新

見
舞
わ
れ
た
方
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
義
援
金
１
万
８
千
３
６
４
円

を
持
参
し
ま
し
た
。

　

同
月
23
日
に
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
い
た
卒
業
コ
ン
サ
ー
ト
で
、

当
日
来
場
し
た
父
母
や
観
客
の
皆
さ
ん

か
ら
募
っ
た
義
援
金
で
す
。
島
田
部
長

と
副
部
長
の
宮
坂
舞
花
さ
ん
、
同
袴
田

悠
梨
子
さ
ん
の
３
人
（
と
も
に
２
年
生
）

が
来
庁
し
、
松
岡
市
郎
町
長
に
現
金
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
部
の
義
援
金
寄
付
は
３
年
目
。
日

本
赤
十
字
社
東
川
町
分
区
を
通
し
て
同

社
北
海
道
支
部
（
伊
藤
義
郎
支
部
長
）

に
送
り
ま
し
た
。

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
で
春
の
く
ら
し

楽
し
く
フ
ェ
ス

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会

　

く
ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

受
験
手
数
料　

６
千
７
０
０
円

試
験
日　

８
月
29
日
（
木
）

試
験
場
所　

旭
川
市
内
（
受
験
票
で
通

　

知
）

お
問
い
合
わ
せ　

上
川
保
健
所
子
ど
も
・

　

健
康
推
進
稞
健
康
増
進
係
☎
（
直
）

　

46
|
５
９
８
８

外
国
人
労
働
者
を
適
正
雇
用
し
ま

し
ょ
う

北
海
道
労
働
局

　

６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発

月
間
」
外
国
人
労
働
者
を
雇
い
入
れ
る

場
合
は
次
の
点
を
確
認
し
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
適
正
に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格
で

あ
る
こ
と
②
雇
い
入
れ
、
離
職
の
時
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
る
こ
と
③
各

種
社
会
保
険
の
加
入
な
ど
適
正
な
雇
用

管
理
を
す
る
―
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
雇
用
対
策
法
に

基
づ
い
て
適
正
な
雇
用
管
理
の
た
め
の

指
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
旭
川
（
旭
川
公
共
職
業
安
定
所

＝
旭
川
市
春
光
町
10
）
☎
51
|
０
１
７

６
、
旭
川
労
働
基
準
監
督
署
（
旭
川
市

宮
前
通
東
４
１
５
５
、
旭
川
合
同
庁
舎
、

☎
35
|
５
９
０
１
）

台
湾
の
人
気
旅
行
評
論
家
が
来
町

　

台
湾
の
温
泉
評
論
家
、
楊
麗
芳
＝
通

称
ウ
ィ
ン
デ
ィ
ー
・
ヤ
ン
、
林
俊
宏
さ

東
川
消
防
団
員
の
異
動

大
雪
消
防
組
合
東
川
消
防
団

【
昇
格
】
（
４
月
１
日
）

　

林
克
政
（
第
二
分
団
分
団
長
）
▼
髙

橋
大
（
第
四
分
団
同
）
▼
鬼
塚
悟
（
第

二
分
団
副
分
団
長
）
▼
園
田
稔
（
第
四

分
団
同
）
▼
加
藤
義
和
（
第
二
分
団
部

長
）
▼
畑
中
雅
晴
（
第
四
分
団
同
）
▼

井
澤
延
友
（
第
二
分
団
班
長
）
▼
山
田

克
宏
（
第
四
分
団
同
）

【
入
団
】
（
４
月
１
日
）

　

滝
本
旭
人
（
第
二
分
団
団
員
）
▼
古

髙
良
記
（
第
四
分
団
同
）

【
退
団
】
（
３
月
31
日
）

　

盛
永
幸
男
（
第
二
分
団
分
団
長
）
▼

樽
井
功
（
第
四
分
団
同
）
▼
井
野
隆
幸

（
第
三
分
団
団
員
）
▼
川
合
典
子
（
女

性
部
同
）

調
理
師
試
験
の
受
験
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す

上
川
保
健
所

　

25
年
度
調
理
師
試
験
の
受
験
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
受
験
資
格

が
あ
る
の
は
、
２
年
以
上
調
理
の
業
務

に
従
事
し
た
方
で
す
（
今
年
５
月
24
日

現
在
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
従
事
者

は
勤
務
日
数
な
ど
の
規
定
あ
り
）
。

受
付
期
間　

５
月
13
日
（
月
）
〜
同
月

　

24
日
（
金
）
（
郵
送
の
場
合
消
印
有

　

効
）

場
所　

上
川
保
健
所
子
ど
も
・
健
康
推

　

進
稞
健
康
増
進
係
（
旭
川
市
永
山
６

　

条
19
丁
目
、
上
川
合
同
庁
舎
）

ん
夫
妻
が
３
月
24
日
か
ら
３
泊
４
日
で

来
町
し
、
東
川
町
の
観
光
の
魅
力
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

台
湾
な
ど
ア
ジ
ア
圏
か
ら
の
観
光
客

を
増
や
そ
う
、
と
招
き
ま
し
た
。
ウ
ィ

ン
デ
ィ
ー
さ
ん
の
評
論
は
、
台
湾
地
域

の
雑
誌
社
や
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
影

響
力
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ご
主
人
の
林
さ
ん
は
、
台
湾
で
日

本
留
学
の
た
め
の
情
報
雑
誌
を
発
行
し

て
い
ま
す
。

　

雪
の
季
節
真
っ
盛
り
の
旭
岳
・
天

人
峡
温
泉
で
ホ
テ
ル
、
旅
館
に
ゆ
っ
く

り
泊
ま
っ
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
で
旭
岳
姿

見
の
噴
気
口
付
近
ま
で
上
り
、
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
体
験
に
初
挑
戦
。
町
内
の
木
工

ク
ラ
フ
ト
、
陶
芸
工
房
で
木
の
ぬ
く
も

り
に
も
触
れ
ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
と
の
懇
談
で
は
「
東

川
町
の
こ
と
を
も
っ
と
台
湾
に
伝
え
た

い
」
と
す
っ
か
り
気
に
入
っ
た
よ
う
で

す
。

行
委
員
会
（
平
川
正
之
会
長
）
は
、
5

月
25
日
（
土
）
、
26
日
（
日
）
の
２
日

間
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
で
第
54
回
く

ら
し
楽
し
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
き

ま
す
。

　

毎
回
人
気
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

加
え
て
、
春
の
会
場
で
は
恒
例
の
花
の

苗
、
野
菜
の
種
販
売
、
浜
頓
別
町
か
ら

直
送
の
海
産
物
販
売
、
砂
金
掘
り
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
登
場
し
ま
す
。

　

期
間
中
だ
け
の
運
行
で
子
ど
も
に
大

人
気
の
ポ
ニ
ー
幌
馬
車
乗
り
、
乱
拍
子

（
札
幌
）
一
座
の
大
道
芸
な
ど
園
内
い

っ
ぱ
い
に
春
の
賑
わ
い
が
広
が
り
ま
す
。

２
日
間
限
定
で
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
臨

時
運
行
し
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・ジ
ャ
ズ・エ
キ
ス
プ

レ
ス
ウ
ェ
イ
」公
演

東
川
町
芸
術
文
化
招
へ
い
委
員
会

　

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ジ
ャ
ズ
・
エ
キ

ス
プ
レ
ス
ウ
ェ
イ
」
が
東
川
町
に
や
っ

て
き
ま
す
。
初
公
演
は
、
第
1
部
・
東

川
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
コ
ラ
ボ
演
奏
、

第
2
部
・
本
場
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ジ
ャ
ズ

ラ
イ
ブ
の
醍
醐
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
２
部
構
成
。
＝
16
㌻
参
照
＝

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
大
学
ク
イ
ー
ン

ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
音
楽
学
部
の
指
導
者
で

あ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
も
あ
る
５

人
が
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
だ
ク
イ
ン
テ
ッ

ト
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、
マ
イ
ク
・

モ
ス
マ
ン
（
tp
）
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ハ
ー
ト
（
as
）
、
ジ
ェ
ブ
・
パ
ッ
ト
ン

（
ｐ
）
、
青
森
善
雄
（
ｂ
）
、
ジ
ー
ン
・

ジ
ャ
ク
ソ
ン
（
dr
）
。

日
時　

5
月
31
日
午
後
6
時
半
（
開
場

　

は
午
後
6
時
15
分
）

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

料
金　

大
人
千
円
（
高
校
生
以
上
）
、

　

中
学
生
以
下
無
料
＝
当
日
、
前
売
り

　

券
と
も

入
場
券　

ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
リ
テ

イ
リ
ン
グ
旭
川
☎
27
|
０
６
２
０
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
☎
82
|
３

２
０
０
、
道
の
駅
・
道
草
館
☎
82
|

３
７
６
１
、
フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
な

が
さ
わ
☎
82
|
２
０
２
４

お
問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域
活
性
課
☎

　

82
|
２
１
１
１
（
内
線
２
６
０
）

羽
衣
太
鼓
保
存
会
の
新
団
員
を
募
集

羽
衣
太
鼓
保
存
会

　

羽
衣
太
鼓
保
存
会
活
動
部
（
角
田
隆

典
部
長
）
は
、
新
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

対
象
は
小
学
校
３
年
生
か
ら
中
学
校

３
年
生
ま
で
（
小
学
校
２
年
生
は
要
相

談
）
。
練
習
日
は
毎
週
水
曜
日
午
後
７

時
か
ら
錬
成
館
（
東
川
小
学
校
裏
）
で

約
１
時
間
行
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も

見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
藤
井
さ
ん
☎
82

|
２
０
２
４
（
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
な
が

さ
わ
内
、
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
）
。
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公営住宅の入居者を募集します

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（平成24年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ）※本籍地の表示は不要
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は住まい室に用意しています。
※３、４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

お申し込みに
必要なもの

受付期間 5月１日㈬～同月15日㈪ 受付場所 定住促進課住まい室

募集戸数 3戸

そ の 他

選 考 方 法
入 居 予 定 日
敷 金
連 帯 保 証 人
お 問 い 合 わ せ

／入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合
　には入居することはできません。
／公営住宅等入居者選考委員会を開いて入居者を決定します。
／5月末日（期限までに入居することが要件）
／家賃の3カ月分
／入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（保証人が２人いない場合は入居取り消し）
／住まい室 ☎８２－２１１１（内線115、116）

定住促進課

●公営住宅
募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

・自治会管理の共同灯、ポンプ
　電気代は別途かかります③

・1戸（1階）
・17,500円～
　　46,300円

南団地B1
１LDK（51.42㎡） 南町1丁目7番

・平成９年
・鉄筋コンクリート造り2階建て
・ユニットバス付き
・オール電化（調理器、暖房機、温水器）
・物置付き
・ペットは認められません

①
・1戸（1階）
・19,800円～
　　42,400円

西８号団地A3
３LDK（70.66㎡） 西町8丁目4番

入居者が設置するもの
・ガス調理器、灯油暖房機
・自治会管理の共同灯、ポンプ
　電気代は別途かかります

・昭和63年
・セラミックブロック造り3階建て
・ユニットバス、ボイラー付き
・物置付き
・ペットは認められません

入居者が設置するもの
・ガス調理器、灯油暖房機
・自治会管理の共同灯、ポンプ
　電気代は別途かかります

②
・1戸（2階）
・21,300円～
　　55,700円

北団地A3
２LDK（66.98㎡） 北町3丁目11番

・平成４年
・セラミックブロック造り2階建て
・ユニットバス付き、ボイラー付き
・物置付き
・ペットは認められません

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
　・①西8号団地Ａ３は原則4人以上　②北団地Ａ３は原則3人以上　③南団地Ｂ１は原則2名以上の世帯
　　※南団地Ｂ１は次のいずれかの要件に該当する場合単身入居が可能
　　　・申し込み時点で満60歳に到達されている方。
　　　・身体障がい等級１級から４級までの方
　　　・精神障がい等級１級～３級までの方、または知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方
　　　・被生活保護者、ＤＶ被害者、ハンセン病療養者など
２．税金等の滞納がない方
３．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
   ※ただし次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下となります。
　・申し込み時点で満60歳に到達し、かつ同居者のいずれもが満60歳以上または18歳未満の方がいる場合
　・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
　・身体障がい等級１級から４級までの方がいる場合
　・精神障がい等級１級から２級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
　・ハンセン病療養者などがいる場合

種別

土木

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

建築

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

場　　所

東7号

上キトウシ

西10号

旭岳温泉

〃

西3号

〃

西9号

東町3丁目

北町2丁目

西3号

天人峡

西10号

上キトウシ

北町2丁目ほか

〃

西10号

東8号

西町2丁目

東町3丁目

北町4丁目

北町4丁目

西3号

西3号

西4号北8

東町3丁目

西4号

北町1丁目

東8号

西町8丁目

西5号北46

西5号

西町3丁目

予定入札月

4月中旬

5月上旬

〃

5月下旬

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

6月上旬

6月中旬

6月下旬

〃

〃

7月下旬

8月下旬

〃

〃

〃

〃

9月上旬

9月上旬

5月下旬

6月上旬

6月下旬

7月上旬

7月下旬

8月中旬

9月上旬

10月上旬

11月上旬

入札・契約方法

指名競争入札

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

随意契約

指名競争入札

〃

　 　 　 概 　 　 　 要 　 　 　

用水路蓋設置（Ｌ＝270ｍ）

舗装幅6.5ｍ（Ｌ＝600ｍ 2層）

舗装幅7.5ｍ 歩道幅2.5ｍ（Ｌ＝440ｍ 3層）

ﾃﾝﾄｻｲﾄ基盤生成6カ所 通路整備ほか

舗装幅7.5ｍ 歩道幅2.5ｍ（Ｌ＝370ｍ 2層）

管きょ新設 φ150（Ｌ＝375ｍ）

ﾎﾟﾝﾌﾟ設備 1式　水道管敷設（L=700ｍ）

舗装幅7.0ｍ 歩道幅3.5ｍ（Ｌ＝380ｍ 3層）

舗装幅7.0ｍ 歩道幅3.5ｍ（Ｌ＝380ｍ 3層）

基盤造成工（Ａ＝8.6ｈａ）

安全柵等設置

駐車場及び緑化工（S=1034ｍ2）

舗装幅6.5ｍ（Ｌ＝400ｍ 2層）

防火水槽設置（ｎ＝5カ所）

防火水槽設置（ｎ＝5カ所）

舗装幅7.5ｍ 歩道幅2.5ｍ（Ｌ＝53ｍ3層）

舗装幅5.5ｍ（Ｌ＝550ｍ 2層）

舗装幅7.0ｍ 歩道幅3.5ｍ（Ｌ＝70ｍ3層）

舗装幅7.0ｍ 歩道幅3.5ｍ（Ｌ＝70ｍ3層）

舗装幅5.5ｍ 歩道・両側2.0ｍ（Ｌ＝300ｍ 2層）

管きょ新設 φ150（Ｌ＝420ｍ）

体験農園造成（A=1.7ｈａ）

食育体験公園造成工（Ａ＝1.2ｈａ）

プール床張り替え、遊具撤去等

洗浄便座取替11カ所、便器取り替え3カ所

プレイルームエアコン3基設置

屋根等改修

木造平屋建て 1棟1戸及びｶｰﾎﾟｰﾄ、物置建設

Ａ1、Ａ2、Ａ3 3棟24戸 高耐久塗装一式

圧索機、搬器等整備

1ﾀｲﾌﾟ増築（木造4棟）

昭和47建設 簡易耐火平屋 2棟8戸除却

管理通路舗装（Ｗ＝3.0～4.0　Ｌ＝1600）
照明灯30基ほか

予定工期

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

4月中旬～
　6月上旬
5月上旬～
　9月下旬

5月中旬～
　10月下旬

5月上旬～
　10月下旬

5月下旬～
　8月中旬

5月下旬～
　9月中旬

5月下旬～
　11月中旬
6月上旬～
　7月下旬
6月中旬～
　9月中旬
6月下旬～
　10月中旬

7月下旬～
　10月中旬
8月下旬～
　11月中旬

8月下旬～
　12月中旬

9月上旬～
　11月下旬

5月下旬～
　6月下旬
6月上旬～
　7月下旬
6月下旬～
　8月下旬
7月上旬～
　11月下旬
7月下旬～
　10月下旬
8月中旬～
　11月上旬
9月上旬～
　11月下旬
10月上旬～
　12月下旬
11月上旬～
　12月中旬

　 工 事 名 　

第三地区用水路安全施設整備工事

上岐登牛道路改良工事（第1工区）

西10号道路改良工事（第1工区）

旭岳クロスカントリーコース整備工事

旭岳青少年野営場改修工事

公園3丁目道路新設工事

西部処理区管きょ新設工事（第1工区）

第8行政区飲料水供給施設整備工事

西3号道路改良工事（第1工区）

西5号道路改良工事（第1工区）

特定地区公園整備工事

天人峡羽衣の滝見晴台整備工事

第三分団庁舎外構工事

上岐登牛道路改良工事（第2工区）

耐震性貯水槽設置工事（第3工区）

耐震性貯水槽設置工事（第4工区）

西10号道路改良工事（第2工区）

北2線五家荘道路改良工事

西5号道路改良工事（第2工区）

西3号道路改良工事（第2工区）

西6号1丁目道路新設工事

西部処理区管きょ新設工事（第2工区）

東川町農業体験パーク造成工事

交流広場整備工事

幼児センター屋外プール整備工事

女子学生会館便所洋式化改修工事

B＆G海洋センター大規模改修工事

第三小教員住宅新築工事

公住西8号団地長寿命型屋根塗装工事

キャンモアスキー場リフト修繕工事

ケビン増改築整備工事

公住清流団地除却工事

幼児センタープレイルームエアコン
設置工事

東川町公共工事発注見通し
都市建設課

　東川町は ４月１日現在の25年度町公共事業　(予定価格250万円以上）の工事発注見通しをまとめました。
く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

３
月
16
日
か
ら
４
月
15
日
ま
で

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

３
区　
　
　
　
　

澤
田　

佑
子
様

２
西
区　
　
　
　

小
川　
　

勉
様

５
北
区　
　
　
　

石
本　

和
也
様

17
区　
　
　
　
　

紙
谷
千
江
子
様

西
町
２
丁
目　
　

岡
村　

洋
子
様

東
倉
沼　
　
　
　

吉
田　

勝
次
様

32
区　
　
　
　
　

本
多　

安
子
様

「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
毎
月
第
３
木
曜

日
午
後
１
時
半
か
ら
同
４
時
ま
で
社

協
相
談
室
で
。
今
月
の
相
談
日
と
相

談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

５
月
16
日　

泉　
　

文
夫

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

訂
正

　

広
報
４
月
号
町
議
会
第
１
回
定
例
会

の
記
事
中
、
３
ペ
ー
ジ
冒
頭
の
リ
ー
ド

文
で
「
全
会
一
致
で
可
決
成
立
」
と
あ

る
の
は
「
賛
成
多
数
で
可
決
成
立
」
の

誤
り
で
す
。
お
詫
び
の
上
訂
正
し
ま
す
。
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大
西
麻
弥
さ
ん
、
高
見
綾
香
さ

ん
お
二
人
の
子
育
て
奮
闘
記
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

「
子
ど
も
と
過
ご
す
幸
せ
な

く
ら
し
」

　

恵
登
が
生
ま
れ
て
１
歳
６
カ
月
。

東
川
に
引
っ
越
し
て
来
て
丸
２
年
。

新
た
な
土
地
で
ど
う
な
る
育
児

（
⁉
）
な
ん
て
不
安
に
感
じ
て
い

た
の
が
懐
か
し
く
感
じ
る
ほ
ど
、

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
っ
た

毎
日
で
し
た
。

  

結
婚
し
て
４
年
、
仕
事
と
趣
味

に
没
頭
し
て
い
た
わ
れ
ら
夫
婦
の

元
に
ひ
ょ
っ
こ
り
生
ま
れ
た
恵
登

と
過
ご
す
毎
日
は
、
と
て
も
新
鮮

で
幸
せ
な
の
で
す
。

  

育
児
の
中
で
、
時
に
は
角
が
生

え
て
〝
キ
ー
ッ
〞
と
な
り
、
後
で

反
省
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
恵
登
の
笑
顔
や
寝
顔
を

見
る
と
「
明
日
も
頑
張
ら
な
き
ゃ
」

と
前
向
き
に
な
れ
る
の
で
す
。
子

ど
も
の
お
か
げ
で
い
ろ
ん
な
こ
と

に
悩
ん
だ
り
考
え
た
り
、
た
く
さ

ん
勉
強
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
気

が
し
ま
す
。

  

子
ど
も
の
お
か
げ
で
人
と
の
繋

が
り
が
広
が
り
、
見
知
ら
ぬ
土
地

で
の
生
活
が
楽
し
い
と
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
マ
マ
さ

ん
に
は
育
児
の
知
恵
を
教
え
て
も

ら
い
、
友
だ
ち
と
は
育
児
の
悩
み

を
話
し
た
り
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
先
生
や
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

た
ち
と
出
会
い
、
恵
登
の
良
い
刺

激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
の
こ
ろ
は
泣
い
て
い
た
恵

登
も
、
今
で
は
母
い
ら
ず
な
く
ら

い
自
由
に
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

  

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
恵
ま
れ
、

母
子
と
も
に
成
長
さ
せ
て
も
ら
い

本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
８
月
に
は
２
人
目
を
出

産
予
定
。
兄
に
な
る
恵
登
、
２
人

の
育
児
…
。
ど
う
な
る
こ
と
や
ら
。

頑
張
る
ぞ
ー
、
か
あ
ち
ゃ
ん
！

恵
登
く
ん
（
１
歳
）

大 

西 

麻 

弥
さ
ん

◇

「
待
ち
遠
し
い
月
曜
日
」

　

日
曜
日
の
テ
レ
ビ
番
組
「
サ
ザ

エ
さ
ん
」
が
始
ま
る
と
、
「
明
日

は
仕
事
か
…
」
と
た
め
息
が
出
て

い
た
２
年
前
ま
で
の
私
。
今
で
は

「
明
日
支
援
セ
ン
タ
ー
（
♪
）
」

と
ル
ン
ル
ン
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

く
ら
い
、
支
援
セ
ン
タ
ー
は
私
と

峻
平
の
楽
し
い
憩
い
の
場
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

  

初
め
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
顔
を

出
し
た
の
は
、
昨
年
９
月
末
の
こ

と
。
人
見
知
り
の
私
は
、
そ
れ
ま

で
何
度
も
支
援
セ
ン
タ
ー
に
行
っ

て
み
よ
う
と
思
い
つ
つ
も
「
峻
平

寝
ち
ゃ
っ
た
し
…
」
「
今
日
は
雨

だ
し
…
」
と
、
何
か
と
理
由
を
つ

け
て
は
足
踏
み
を
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
勇
気
を
出
し
て
行
っ
て
み
る

と
、
全
然
緊
張
す
る
よ
う
な
堅
苦

し
い
場
所
で
は
な
く
、
そ
こ
は
居

心
地
の
良
い
空
間
で
し
た
。

  

お
母
さ
ん
た
ち
を
見
て
、
〝
女

好
き
〞
（
？
）
な
峻
平
は
一
気
に

テ
ン
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。
気
づ
け
ば

お
母
さ
ん
た
ち
の
顔
を
、
得
意
の

キ
ラ
ー
ス
マ
イ
ル
で
の
ぞ
き
込
み

な
が
ら
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
遊

ん
で
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

わ
が
子
を
見
て
、
来
て
よ
か
っ

た
！
と
思
い
ま
し
た
。

  

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
「
支
援

セ
ン
タ
ー
に
行
く
よ
」
と
言
う
と

張
り
切
っ
て
仕
度
す
る
峻
平
。
そ

し
て
楽
し
く
遊
ん
だ
後
の
帰
り
仕

度
は
、
得
意
の
「
イ
ヤ
イ
ヤ
攻

撃
」
。
い
つ
も
最
後
ま
で
ぐ
ず
ぐ

ず
し
て
先
生
方
に
迷
惑
を
か
け
て

お
り
ま
す
。

  
初
め
の
こ
ろ
は
、
い
つ
ま
で
も

大
好
き
な
車
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
び

た
く
て
、
片
づ
け
に
な
る
と
嫌
が

っ
て
暴
れ
て
い
た
峻
平
で
す
が
、

最
近
で
は
少
し
ず
つ
「
ナ
イ
ナ
イ
」

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
さ
よ
な
ら
の
歌
」
の
振
り
付
け

も
覚
え
、
家
で
も
い
つ
も
踊
っ
て

い
ま
す
。
絵
本
も
だ
い
ぶ
座
っ
て

聞
け
る
よ
う
に
な
り
、
お
友
だ
ち

の
名
前
も
少
し
ず
つ
言
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
峻
平
の
成
長
ぶ
り
が
と

て
も
う
れ
し
い
今
日
こ
の
ご
ろ
で

す
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で
人
と
の
か

か
わ
り
を
通
し
て
成
長
で
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

  

最
近
は
ど
ん
ど
ん
体
力
も
増
し

て
、
ほ
ん
の
少
し
の
昼
寝
で
も
元

気
い
っ
ぱ
い
低
燃
費
な
峻
平
。
あ

ま
り
の
昼
寝
の
短
さ
に
、
「
私
の

安
ら
ぎ
タ
イ
ム
が
っ
！
」
と
正
直

イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
で
も
、
峻
平
の
純
粋
な

笑
顔
や
ひ
ょ
う
き
ん
な
行
動
に
は

か
な
わ
ず
、
イ
ラ
イ
ラ
も
ど
こ
へ

や
ら
。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方

や
お
母
さ
ん
た
ち
と
話
す
と
「
大

変
だ
ね
」
と
理
解
を
し
て
く
れ
た

り
、
「
う
ち
も
同
じ
」
と
共
感
し

て
く
れ
た
り
、
と
て
も
気
持
ち
が

軽
く
な
り
疲
れ
も
一
気
に
吹
き
飛

び
ま
す
。

峻
平
く
ん
（
１
歳
）

高 

見 

綾 

香
さ
ん

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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こんにちは　保健師です

　生活改善のための栄養相談は栄養士がお
答えします。毎月栄養教室も開いています。
お気軽にお越しください。

栄養士

中村弘美
阿部秀司

すず  き　　 ち　ひろ

なが  お　 ち　 え　み

こんにちは　栄養士ですこんにちは　地域包括支援センターです

　住み慣れた環境で住みやすい生活をしていただくため、高
齢者の皆さんからのご相談にお答えします。保健福祉センタ
ーの窓口、電話に限らず、ご希望の場合はご家庭への訪問に
もお応えします。

保健相談室・電話相談　月～金曜日の毎日（日・祝日を除く）
時間　午前８時半～午後５時15分
担当　保健師、栄養士（相談内容によって）
内容　○健康相談（子育て、健康づくり、疾病予防、服薬、病気療養など）
　　　○血圧や体脂肪の測定、食生活や食事療法
　　　○母子健康手帳の発行、妊婦受診券の交付
　　　○離乳食や子どもの発達や病気、子育て全般　など
☎82－2111（保健福祉課保健指導室）まで

　日ごろ皆さまの心と体の健康をサポートしている保健師の地区別担当が変わりました。子育て、病気の療養
などと併せて、４人が健康全般のご相談にお答えします。

東川町保健師担当地区割り図

鈴木  千紘

波潟 聖子
なみがた　 せい　こ

波潟 聖子
なみがた　 せい　こ

石持 美帆
いし もち　  み    ほ

長尾千恵美

保健相談室・電話相談を毎日開設しています

澤崎勇気

■担当区／
13北、13南、14、15、
16西、16東、22、23、
東倉沼、東雲、上喜登
牛、西、西町2～3丁目

■担当区／
13北、13南、14、15、
16西、16東、21、22、
23、東倉沼、東雲、上
岐登牛、西、西町2～3
丁目

■担当区／
28、29、東町1～
3丁目、南町1～3
丁目

■担当区／
25、26、27、28、
29、東町1～3丁
目、南町1～3丁目

■担当区／
30、31、32、33、34、
35、北町2～3丁目、
1、2東、2西、3、4南、
新栄、5南、5北、7北、
8、9

石持 美帆
いし もち　  み    ほ

■担当区／
30、31、32、33、34、
35、北町2～3丁目、
1、2東、2西、3、4南、
新栄、5南、5北、7北、
8、9

■担当区／
6西、6東、7南、10、11、
12、17、17西町、18
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☎ 申し込み

参加自由

申し込み

申し込み

申し込み

予約

infomation

ひ
が
し
か
わ

Tow
n of photography

□
発
行
/東
川
町
役
場
　□
編
集
/企
画
総
務
課
企
画
財
政
室
　tel.8

2
-2
1
1
1

□
印
刷
/株
式
会
社
総
合
企
画

N
o.715 M

ay 2013

2013.

05

【5月分】

＜親子遊び体験教室＞
10日（金）テーマ
30日（金）テーマ
＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
１、７、８、13、14、15、20、21、22、27、28、29日
※28日㈫は午後開放（対象は0～1歳）  ………13：00～15：00
※会場は幼児センターです！

「１、２歳児さん絵の具遊び」…10：00～11：30
「３、４歳児さん絵の具遊び」…10：00～11：30

※会場は保健福祉センターです！

10日㈮

15日㈬
31日㈮

5月の行事
みちくさドライブラリー（前９時～、５日まで）
神撰田お田植え祭（後１時、三田さんほ場＝東２号北
１）
君の椅子新デザイン発表会（後１時、道立旭川美術
館）
第54回くらし楽しくフェスティバル（前９時～、キトウ
シ森林公園、26日㈰まで）
ニューヨーク・ジャズ・エキスプレスウェイ＆東川中学
校吹奏楽部演奏会（後６時、農村環境改善センター）

3日㈮
15日㈬
　

23日㈭
　

25日㈯
　

31日㈮

東川町役場・保健福祉センター
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館
幼児センター
└地域子育て支援センター
NPO法人こころりんく東川

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777
82－3400
82－5100
82－2666

…㈹
………………

……………………………
………………………
……………………

……………………………
………………
………………

…………………………………
…………………………

…………
…………

ごっくん教室
乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
栄養教室
１歳６カ月児健診

13:00～14:00
13:15～

10:00～13:00
12:30～

【6月分】
7日㈮

11日㈫
14日㈮
19日㈬
24日㈪
28日㈮

もぐもぐ教室　　　　　　　　　　
乳幼児健診　　　　　　　　　　　
旭川がん検診センター送迎検診
栄養教室　　
じっくり子育て相談　　　
、25日㈫、26日㈬　厚生病院がん検診、特定健診
3歳児健診

※リコーダーアンサンブルイコロ演奏会があります。
　５月３日(金)～６日(月)はサロン、食堂ともにお休み

10日㈮
21日㈫

22日㈬
24日㈮

健康体操教室
ここりん研修会 自閉症入門②

おとなり会（茶話会）
健康体操教室

10:00～11:00
　
10:00～11:30
14:00～15:00
10:00～11:00

健福祉センター
保健福祉課保健指導室保

域子育て支援センター（幼児センター内）
西4号北8番地地

生サロンここりん
東町1丁目7-10共

化ギャラリー
東町1丁目19-8文

インフォメーションインフォメーション

○15日㈬まで
　▶戸井十月写真展「道、果てるまで」
　　バイクで駆け抜けた五大陸・13万キロの日々
○17日㈮～30日㈭
　▶澤田文一絵画展
　▶加藤征治写真展 「生の霊」
　▶第１5回写団ひかりクラブ写真展
　▶フォーラム東川塾写真展

※16日㈭、31日㈮は入れ替えのため休館


